


　
式
典
に
は
寺
田
知
事
、
柳
田
市
長

や
国
会
議
員
・
県
議
会
議
員
な
ど
行

政
関
係
者
・
両
校
の
一
・
二
年
生
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
住
民
な
ど
約
七
百
人

が
出
席
。
国
歌
の
斉
唱
に
続
き
、
寺

田
知
事
が
「
県
立
矢
島
高
等
学
校
、

市
立
矢
島
中
学
校
連
携
校
の
竣
工
を

在
校
生
や
教
職
員
、
同
窓
会
、
校
舎

建
設
促
進
期
成
同
盟
会
、
地
域
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合

い
た
い
。
連
携
校
な
ら
で
は
の
特
徴

を
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
力
強
い
教
育

を
進
め
て
く
だ
さ
い
」
と
、
柳
田
市

長
は
「
県
と
市
が
共
同
で
建
設
し
て

き
た
中
高
連
携
校
の
一
翼
を
担
う
矢

島
中
学
校
が
竣
工
し
ま
し
た
。
ご
尽

力
く
だ
さ
っ
た
関
係
各
位
に
感
謝
し

ま
す
。
霊
峰
鳥
海
山
の
姿
を
仰
ぐ
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
心
の
寛
容

性
、
協
調
性
が
育
ま
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
の
祝
辞
、
根
岸
県
教
育
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
両
校
の
校
歌
を
高
ら

か
に
斉
唱
。

　
続
い
て
中
高
連
携
対
面
式
に
移

り
、
両
校
の
代
表
生
徒
が
「
私
た

ち
は
連
携
を
深
め
、
日
本
で
初
め

て
と
な
る
中
高
連
携
校
が
日
本
一

素
晴
ら
し
い
学
校
に
な
る
よ
う
互

い
に
協
力
し
合
う
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
宣
誓
。
「
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
と
、
会
場
か
ら
大
き
な
祝
福
の

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
矢
島
中
高
連
携
校
は
学
習
活
動

や
行
事
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
連
携
、

教
職
員
同
士
の
相
互
交
流
な
ど
を

通
し
て
、
学
習
効
果
の
向
上
や
学

校
の
活
力
維
持
な
ど
を
目
指
す
、

県
内
初
の
取
り
組
み
。
施
設
を
新

築
し
、
一
体
型
校
舎
で
連
携
す
る

の
は
全
国
初
と
な
り
ま
す
。

        

　（
校
舎
の
概
要
は
次
の
㌻
に
掲
載
）

　
矢
島
中
学
校
は
昭
和
二
十
二
年
五

月
、「
自
主
・
敬
愛
」
を
校
訓
に
掲
げ
、

開
校
。
同
三
十
三
年
六
月
に
旧
校
舎

へ
移
転
し
、
地
域
の
人
材
育
成
の
拠

点
と
し
て
、
六
十
年
以
上
に
わ
た
り

地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
十
月
に
は
創
立
二
十

周
年
を
期
し
て
同
窓
会
を
設
立
。
昨

年
は
二
十
三
年
ぶ
り
に
全
県
大
会
に

出
場
し
た
野
球
部
が
破
竹
の
快
進
撃

で
準
優
勝
を
遂
げ
、
そ
の
活
躍
は
地

域
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
新
年
度
の
全

校
生
徒
数
は
百
二
十
一
人（
見
込
み
）。

　
ま
た
、
矢
島
高
等
学
校
は
大
正
十

五
年
に
矢
島
町
立
農
業
専
修
科
と
し

て
誕
生
し
、
昭
和
十
一
年
五
月
に
は

同
窓
会
設
立
。
同
二
十
三
年
六
月
に

県
立
高
校（
定
時
制
課
程
）が
、
同
二

十
七
年
四
月
に
全
日
制
課
程
が
設
置

さ
れ
、同
四
十
二
年
に
旧
校

舎
落
成
。
創
立
五
十
周
年
に

あ
た
る
同
五
十
一
年
に
現
在

の
校
訓「
不
憤
不
啓
」を
制
定

す
る
な
ど
、
八
十
年
を
超
え

る
歴
史
を
積
み
重
ね
て
い
ま

す
。
新
年
度
の
全
校
生
徒
数

は
二
百
四
十
四
人（
見
込
み
）。

　
両
校
は
地
域
に
根
ざ
し
た

学
校
を
目
指
し
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
て
歴
史
と
伝
統
を

築
い
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
精
神
を
礎
に
、
新
た
な
中

高
連
携
校
と
し
て
力
強
い
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
新
年
度
か
ら
中
高
連
携
を
ス
タ
ー
ト
す
る
矢
島

中
学
校
と
県
立
矢
島
高
等
学
校
の
一
体
型
新
校
舎

が
完
成
し
、そ
の
竣
工
記
念
式
典
が
三
月
十
四
日
、

真
新
し
い
同
校
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
ぐ
く

寺田典城 知事
「連携校の出発点は、地域の方々の矢島高校の存続
に対する強い思いでした。旧矢島町の佐藤町長と私
は、高校存続と中学校の改築を結びつける構想を軸
に、これからの未来にふさわしい特色のある学校に
したいと考え、大きな夢を持って校舎建築を進めて
きました。ここで学ぶ生徒方は、若者らしく未来に
向かってグンと背伸びをして大きな夢を持ってくだ
さい。夢からは希望と目標が生まれます。自分の目
標に向かって前向きに努力し、充実した
学校生活を送るよう期待しています」    
                               
柳田　弘 市長
「旧矢島町の熱意を受け継ぎ、合併
後の平成17年７月に矢島中高連携校建
設促進期成同盟会を結成。市民の総意として早期建
設を要望し、ここに一体型校舎が完成しました。平
成18年度に用地確保と土地造成、翌19年度から２カ
年で建設工事、グラウンド整備などをほぼ完了し、新
年度にプール建設を残すだけです。国、県のご支援
と市民皆さんのご理解、用地の提供、設計施工に当
たられた方々に深く感謝の意を表します。生徒の皆
さん、日本を支える有為な人材に育ってください」

喜
び
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト（
上
）、

対
面
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
両
校
生
徒



　
一
体
型
新
校
舎
は
国
道
一
○
八
号

近
く
の
矢
島
町
元
町
、
七
日
町
に
ま

た
が
る
一
角
に
完
成
し
ま
し
た
。
正

面
か
ら
市
の
シ
ン
ボ
ル
鳥
海
山
が
望

め
、
そ
ば
に
子
吉
川
が
流
れ
る
恵
ま

れ
た
環
境
を
生
か
し
た
配
置
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
校
舎
棟
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
二
階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
は
中

学
校
が
六
千
五
十
三
平
方
㍍
、
高
校

が
五
千
三
百
八
十
三
平
方
㍍
。
中
央

部
に
共
通
の
玄
関
が
あ
り
、
二
階
に

そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
室
、
教
室
と
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
、
会
議
室
が
備
わ
り
、

向
か
っ
て
右
側
が
高
校
、
左
側
が
中

学
校
と
い
う
左
右
近
似
対
称
の
構
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
校
の
音
楽
室

と
美
術
室
、
中
学
の
理
科
室
と
家
庭

科
室
な
ど
は
共
用
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、
相
互
に
調
整
し
な
が
ら
利
用
を

図
り
ま
す
。

　
体
育
施
設
で
は
中
学
校
校
舎
の
後

方
に
大
体
育
館
、
高
校
校
舎
の
裏
に

小
体
育
館
が
あ
り
、
中
央
部
二
階
の

渡
り
廊
下
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
校

舎
前
に
は
三
百
㍍
ト
ラ
ッ
ク
六
コ
ー

ス
を
備
え
た
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
両
翼
九
十
㍍
の
中

学
軟
式
野
球
場
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
吉
川
を
は
さ
ん
だ
矢
島

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
高
校
の
硬
式
野
球
場

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
今
年
度
は
中
学

校
側
に
プ
ー
ル
の
建
設
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
敷
地
面
積
は
約
六
万
千
八
百
平
方

㍍
。
建
築
費
は
中
学
校
が
約
十
五
億

一
千
百
万
円
、
高
校
が
約
十
六
億
九

百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
矢
島
地
域
は
冬
は
雪
が
多
く
、
夏

は
盆
地
特
有
の
高
い
気
温
に
な
る
こ

と
か
ら
、
一
階
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
、
二
階
を
県
産
材
の
木
造
と

す
る
組
み
合
わ
せ
で
、採
光
・
換
気
・

通
風
に
配
慮
し
た
快
適
な
環
境
を

実
現
。
大
断
面
集
成
材
の
ス
リ
ム
化

な
ど
に
よ
り
、
建
設
費
の
削
減
が
図

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、太
陽
光
と
風
力
を

利
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド（
複
合
原
動

型
）外
灯
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。建
設

に
用
い
ら
れ
た
木
材
の
量
は
七
百
七

十
立
方
㍍
で
、
一
般
的
な
住
宅
の
三

十
軒
分
に
相
当
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
竣
工
記
念
式
典
翌
日
の
十
五
日
に

は
一
般
公
開
が
行
わ
れ
、
約
千
六
百

人
が
柔
ら
か
な
木
の
香
り
に
包
ま
れ

た
真
新
し
い
校
舎
に
触
れ
ま
し
た
。

音
響
効
果
を
考
え
、
高
い
舟
型
天
井
を
設
け
た
音
楽
室

中
学
校
側
２
階
廊
下

１
階
の
廊
下
は
幅
四
メ
ー

ト
ル

、全
長
百
九
十
六
メ
ー

ト
ル

の
直
線
。

全
国
一
と
の
噂
に



 

　
　
矢
島
中
学
校
長

 

　
　
　
今
　
野
　
瀧
　
子

　
全
国
に
先
駆
け
、
設
置
者
の
異
な

る
中
高
連
携
校
が
完
成
し
ま
し
た
。

今
ま
で
も
、
鳥
海
登
山
や
部
活
動
な

ど
で
連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

い
よ
い
よ
一
緒
の
校
舎
で
の
学
校
生

活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
豊
か
な
雪

解
け
水
を
含
ん
だ
子
吉
川
の
ほ
と
り

に
建
ち
、
霊
峰
鳥
海
山
が
見
え
る
校

舎
で
の
生
活
で
す
。特
別
教
室
に
は
、

高
校
と
の
共
用
と
い
う
こ
と
で
中
学

校
基
準
を
越
え
た
施
設
設
備
も
あ
り

ま
す
。
何
と
言
っ
て
も
圧
巻
は
中
高

合
わ
せ
た
二
百
㍍
近
い
直
線
の
廊
下

で
し
ょ
う
。
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
、

高
校
と
の
連
携
に
よ
り
、
活
動
の
可

能
性
は
さ
ら
に
広
が
り
そ
う
で
す
。

　
校
舎
建
築
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の

方
々
の
熱
い
思
い
を
忘
れ
ず
、
ふ
る

さ
と
を
誇
り
を
も
っ
て
語
れ
る
子
ど

も
た
ち
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

　
　
矢
島
高
等
学
校
長

 

　
　
　
　
船
　
木
　
賢
　
咲

　
矢
島
中
学
校
と
矢
島
高
校
は
、
日
本

初
の
校
舎
一
体
型
中
高
連
携
校
と
し
て

新
た
に
始
動
し
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
的

な
中
高
一
貫
校
と
は
全
く
異
な
り
、
市

立
の
中
学
校
と
県
立
の
高
校
が
施
設
・

設
備
を
共
有
し
、
連
携
し
て
教
育
を
行

う
全
国
で
も
例
の
な
い
試
み
で
す
。
す

で
に
中
高
連
携
の
共
通
理
念
「
立
・
錬

・
情
」
を
定
め
、学
校
行
事
で
は
中
高

合
同
の
鳥
海
山
登
山
や
野
球
の
合
同
応

援
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
お
互
い
に

刺
激
し
あ
う
こ
と
で
教
育
の
相
乗
効
果

が
出
始
め
て
い
ま
す
。
特
に
二
十
年
度

は
矢
島
中
学
校
の
野
球
部
、
矢
島
高
校

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
共
に
県
代
表
と

し
て
東
北
大
会
に
出
場
し
、
小
規
模
校

の
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
た
活
躍
を
示

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

一
層
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
と
一
体
に

な
っ
た
教
育
を
生
徒
・
教
職
員
一
同
、

推
進
し
て
い
く
決
意
で
す
。

  

　
　
矢
島
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

 

　
　
　
　
大
　
井
　
建
　
史

　
私
が
生
ま
れ
た
時
に
完
成
し
、
五
十

年
を
経
た
校
舎
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
新
校
舎
の
建
築
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
　
旧
本
荘
市
以
外
の
地
域
の
小
・
中
学

校
は
、
急
速
な
過
疎
・
少
子
化
に
危
機

感
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
先
例
も
な

く
、
義
務
教
育
の
公
平
感
の
あ
る
教
育

レ
ベ
ル
を
保
つ
に
は
、
新
し
い
試
み

を
、
知
恵
を
絞
っ
て
行
う
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　
地
域
の
存
続
・
未
来
の
発
展
を
創
造

す
る
の
は
教
育
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
新
し
い
酒
に
は
新
し
い
酒
袋
を
と

申
し
ま
す
。
地
域
の
必
死
の
知
恵
か
ら

生
ま
れ
た
矢
島
中
・
高
連
携
校
の
試
み

は
、
新
時
代
へ
の
一
つ
の
挑
戦
で
す
。

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
指
導
・
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

　
　
矢
島
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

 

　
　
　
　
吉
　
尾
　
正
　
憲

　
地
方
の
少
子
化
は
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
創
立
八
十
二
年
の
矢

島
高
校
に
お
い
て
も
、
生
徒
数
は
昨
年

か
ら
一
学
年
八
十
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
矢
島
高
校
が
存
続

す
る
た
め
に
、
地
域
の
多
く
の
方
々
に

支
援
し
て
い
た
だ
き
、
全
国
で
初
の
県

立
高
、
市
立
中
学
の
矢
島
中
高
連
携
校

と
し
て
の
新
校
舎
が
完
成
に
至
り
ま
し

た
。
四
月
か
ら
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
す

る
訳
で
す
が
、
小
規
模
校
と
し
て
の
長

所
を
生
か
し
、
中
学
生
と
の
交
流
の
中

で
相
乗
効
果
を
引
き
出
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
大
き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
私
ど
も
保
護
者
は
、
同
じ
校

舎
の
中
で
中
学
生
と
高
校
生
が
学
ぶ
姿

を
見
守
り
な
が
ら
、
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
な
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
も
中
高
と

連
携
を
取
り
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

　
　
　
矢
島
中
学
校
生
徒
会
長

　
　
　
　
　
小
　
番
　
ゆ
り
か

　
中
高
連
携
校
と
い
う
日
本
で
初
と
な

る
学
校
が
生
ま
れ
、
私
た
ち
は
今
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
高
校
生
と
の

生
活
が
始
ま
り
ま
す
。そ
の
中
に
は
、た

く
さ
ん
の
不
安
や
困
難
が
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
、
高
校
生
と
共
に
、

共
通
の
理
念
の
下
、
乗
り
越
え
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。ま
た
、私
た

ち
中
学
生
は
高
校
生
の
良
い
と
こ
ろ
を

ど
ん
ど
ん
吸
収
し
、
さ
ら
に
向
上
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
真
新
し
い
校
舎
は
、
設
備
も
整

っ
て
お
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
恵
ま

れ
た
環
境
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の

環
境
の
中
で
、
日
本
初
の
名
に
恥
じ
ぬ

よ
う
、
勉
強
や
部
活
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

面
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
「
立
・
錬
・
情
」
の
意
味
を

か
み
し
め
て
生
活
し
て
い
き
た
い
で

す
。

 

　
　
　
矢
島
高
等
学
校
生
徒
会
長

　
　
　
　
　
横
　
川
　
奈
　
緒

　
待
ち
望
ん
で
い
た
中
高
連
携
校
が
完

成
し
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
中
学
校
と
高
校
、
そ
れ
ぞ

れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
習
い
、
今
ま
で

に
な
い
く
ら
い
素
晴
ら
し
い
学
校
に
な

る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。
そ
し
て

「
立
・
錬
・
情
」
共
通
の
理
念
の
下
、

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
連
携
を
深
め
て
、

お
互
い
に
良
い
雰
囲
気
で
学
校
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
矢
島
高
校
は
、
創
立
八
十
二
年
の
歴

史
あ
る
学
校
で
す
。
今
ま
で
の
伝
統
を

大
切
に
し
な
が
ら
も
、
こ
の
新
校
舎
で

新
た
な
伝
統
を
築
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
、
中
高
連

携
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た

り
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
な
が
ら
、
さ
ら
に
充
実
し
た

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

矢島中学校と矢島高等学校の生徒、校長、ＰＴＡ会長に
連携校として歩むことへの期待などを伺いました。

矢島中高連携共通理念

「立」…高い志を持ち、
　　　　自立を目指す
「錬」…自身を鍛え、
　　　　粘り強い心を育てる
「情」…助け合い・支え合う
　　　　優しい心を育てる



　
今
回
で
五
回
目
を
数
え
る
天
鷺
城

将
棋
フ
ェ
ス
タ
in
岩
城
が
同
実
行
委

員
会
（
会
長:

村
上
隆
司
　
天
鷺
村

代
表
取
締
役
）
の
主
催
で
三
月
八
日

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
日
本
将
棋
連
盟
棋
士
で
東

北
地
区
の
渉
外
・
普
及
特
別
顧
問
を

務
め
る
初
代
竜
王
・
島
朗
九
段
を
招

い
て
の
メ
モ
リ
ア
ル
大
会
。
県
内
外

か
ら
約
百
人
が
参
加
し
、
四
つ
の
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　
島
九
段
も
一
般
の
選
手
に
交
じ
っ

て
参
加
。
抽
選
の
結
果
運
よ
く
島
九

段
と
対
戦
し
た
伊
藤
英
継
さ
ん
（
潟

上
市
・
65
歳
）
は
、
「
と
に
か
く
読

み
が
深
く
、
次
手
が
早
い
。
つ
い
て

い
け
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
脱
帽
の
様

子
。
子
ど
も
た
ち
と
の
指
導
対
局
も

行
わ
れ
、
参
加
者
に
と
っ
て
夢
の
よ

う
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
由
利
地
域
の
営
農
集
団
「
百
竈
」
な
ど
で
つ

く
る
実
行
委
員
会
（
嶋
田
健
一
郎
委
員
長
・
新

屋
敷
）
主
催
の
「
由
利
の
明
日
を
日
本
酒
に
聞

く
集
い
」
が
、
三
月
七
日
、
ゆ
り
の
里
交
流
セ

ン
タ
ー「
ゆ
り
え
も
ん
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
「
由
利
地
域
産
の
米
で
酒
を
造

れ
な
い
か
」
と
の
発
案
か
ら
、
地
域
農
業
と
特

産
品
の
振
興
を
図
ろ
う
と
始
ま
り
、
今
回
が
十

回
目
の
集
い
に
。
当
日
は
百
人
あ
ま
り
が
参
加

し
、
県
産
酒
造
好
適
米
「
秋
田
酒
こ
ま
ち
」
を

使
っ
た
純
米
吟
醸
酒
「
百
竈
」
の
味
わ
い
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
仕
込
み
に
協
力
し
た
齋
彌
酒
造
店
の
高
橋
杜

氏
か
ら
「
コ
メ
の
作
柄
が
良
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
今
年
の
酒
は
近
年
に
な
い
、
最
高
の
仕
上

が
り
」
と
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
参
加
者
は

地
酒
を
堪
能
。
加
藤
由
歌
子
さ
ん
（
47
歳
・
東

町
）
は
「
ま
ろ
や
か
で
飲
み
や
す
く
、
と
て
も

お
い
し
い
。
一
升
の
コ
メ
か
ら
一
合
の
酒
に
な

る
と
聞
い
た
の
で
、
味
わ
っ
て
飲
み
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

※取材を通し、コメントをおうかがいしました。

　
野
山
な
ど
、
自
然
の
コ
ー
ス
を
走

り
体
力
づ
く
り
に
励
む
「
市
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
レ
ー
ス
」
が
三
月
二
十

二
日
、
水
林
競
技
場
周
辺
指
定
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
を
告
げ
る
レ

ー
ス
と
し
て
競
技
者
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

愛
好
者
に
定
着
し
、
四
十
四
回
目
と

な
る
大
会
に
は
市
内
の
小
・
中
・
高

校
生
を
始
め
、
県
内
外
か
ら
男
女
合

わ
せ
て
約
四
百
人
が
出
場
。
二
キ
　
　
ロ

か

ら
八
キ
　
　
ロ

ま
で
、
部
門
別
の
各
コ
ー
ス

で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
曇
り
空
な
が
ら
も
風
は

穏
や
か
。
広
島
県
呉
市
か
ら
参
加
し

た
佐
藤
久
さ
ん
（
71
歳
）
は
「
大
曲

の
ラ
ン
ナ
ー
仲
間
に
誘
わ
れ
、
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。
他
の
ク
ロ
カ
ン

に
も
出
て
い
ま
す
が
、
こ
の
コ
ー
ス

は
き
つ
い
で
す
な
。
一
泊
し
て
か
ら

帰
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　夫が梵天の担ぎ手と
して参加していて、家
族みんなで毎年来てい
ます。子どもが通う保
育園の梵天も奉納され
ました。地域の行事に
参加できるのは本当に
楽しいです。こういっ
たお祭りは大切にして
いきたいですよね。

大切にしたい地域のお祭り

　
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
ん
だ
東
由
利
地
域
の
名

水
・
ボ
ツ
メ
キ
湧
水
と
地
域
の
水
田
で
育
て
た

酒
米
「
秋
田
酒
こ
ま
ち
」
を
原
料
に
丹
精
込
め

て
仕
込
ん
だ
純
米
吟
醸
「
東
由
利
」
の
試
飲
会

が
三
月
二
十
三
日
、
黄
桜
温
泉
「
湯
楽
里
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
東
由
利
」
は
今
回
で
六
回
目
の
醸
造
と
な

る
同
温
泉
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
。
一
升

瓶
に
換
算
し
て
三
百
本
の
限
定
生
産
と
な
り
ま

す
。
仕
込
み
を
担
当
し
た
齋
彌
酒
造
店
の
高
橋

杜
氏
は
「
酒
造
り
に
欠
か
せ
な
い
米
と
水
に
こ

の
東
由
利
の
気
候
風
土
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
造
り

ま
し
た
」
と
話
し
、
二
度
目
の
参
加
と
い
う
鎌

田
栄
一
さ
ん
（
66
歳
・
東
由
利
黒
渕
）
は
「
他

の
純
米
酒
と
比
べ
て
も
全
然
味
が
違
う
。
香
り

も
良
く
て
と
て
も
お
い
し
い
」
と
ほ
お
を
緩
め

て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
六
十
人
が
参
加
。
「
湯
楽
里
」
自

慢
の
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
地
域
が
生

ん
だ
良
酒
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
好
天
に

恵
ま
れ
た
三
月
八
日
、
大
内
地
域
で

長
坂
稲
荷
神
社
梵
天
ま
つ
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
約
二
百
年
前
か
ら
伝

わ
り
、
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
、
商

売
繁
盛
な
ど
を
祈
願
し
て
、
各
町
内

会
や
企
業
が
梵
天
を
奉
納
す
る
も
の

で
、
こ
の
日
は
下
川
大
内
保
育
園
の

子
ど
も
梵
天
二
本
を
含
む
十
一
本
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
境
内
を
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て
集

ま
っ
た
観
衆
が
見
守
る
中
、
威
勢
の

良
い
ほ
ら
貝
が
鳴
り
響
き
、
「
ジ
ョ

ヤ
サ
！
ジ
ョ
ヤ
サ
！
」
の
掛
け
声
と

共
に
次
か
ら
次
へ
と
若
衆
が
担
ぐ
梵

天
が
社
殿
へ
突
入
。
社
殿
の
中
で
押

し
合
い
な
が
ら
梵
天
を
奉
納
す
る
さ

ま
は
迫
力
満
点
で
、
会
場
一
体
は
熱

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
好
評
開
催
中
の
「
由
利
本

荘
ひ
な
街
道
」
の
応
援
大
使
に
本

市
出
身
の
タ
レ
ン
ト
加
藤
夏
希
さ

ん（
23
歳
）が
任
命
さ
れ
、
三
月
十

四
日
、
亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美
術

館
で
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
市
観
光
協
会
の
村

岡
淑
郎
会
長
が
「
地
元
の
地
域
起

こ
し
の
た
め
に
快
く
お
引
き
受
け

い
た
だ
き
心
強
い
。
こ
の
ひ
な
街

道
を
加
藤
さ
ん
の
よ
う
に
全
国
に

知
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、委
嘱
状
と
名
刺
、

記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
加
藤
さ

ん
は
「
応
援
大
使
の
お
話
し
を
い

た
だ
き
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
地

域
の
ひ
な
人
形
に
私
自
身
が
出
会

い
に
行
っ
て
、
影
響
を
受
け
て
、

感
動
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
込
め
ま
し
た
。

「長坂稲荷神社梵天
まつり」に訪れた
伊藤尚子さん（31歳・
　岡）と杏ちゃん（3歳）

㈱



子

育

て

支

援

事

業

 

1．地域に開かれた住民自治のまちづくり  
住民自治活動支援交付金事業 
集会施設建設費等補助事業 
さくら満開のまちづくり事業 
 
2．活力とにぎわいのあるまちづくり  
西滝沢水辺プラザ整備事業  
地域水産物供給基盤整備事業　道川 
　　　　　　　　　　　　　　松ヶ崎 
　　　　　　　　　　　　　　西目 
強い水産業づくり交付金事業　松ヶ崎  
統合家畜市場建設調査事業  
優良雌牛保留対策事業  
“今こそチャレンジ”農業夢プラン応援事業  
高品質良食味米生産体制強化事業  
中山間地域等直接支払交付金事業  
「豊かな大地に暮らしてみよう」支援事業  
水田経営所得安定対策事業  
民有林造林促進事業  
森林整備地域活動支援交付金事業  
林道開設改良事業  
市有林管理事業  
水と緑の森づくり税事業  
県営ため池等整備事業  
基盤整備促進事業  
土地改良施設維持管理適正化事業  
農地･水･農村環境保全向上活動支援事業  
㈳由利本荘市シルバー人材センター運営補助事業  
勤労者金融対策事業  
商工会運営補助事業  
中小企業融資あっせん資金事業  
生活バス路線等維持事業  
由利高原鉄道運営補助事業  
職業訓練センター管理運営委託事業  
青少年旅行村整備事業  
市観光協会補助事業  
イベント開催補助事業  
圧雪車購入事業 

 
17,857 
2,587 
3,000 

 
 

110,020 
220,000 
100,000 
80,000 
15,000 
100 
5,100 
37,812 
15,000 
525,431 
500 
500 

15,000 
92,500 
9,535 
60,944 
5,871 
7,035 
72,168 
8,284 
27,839 
16,200 
100,000 
30,000 
35,140 
117,285 
33,155 
10,616 
37,988 
22,640 
6,500 
29,715

  
　　放課後児童対策事業 
　　病後児保育事業 
　　保育園整備償還金補助事業 
　　障害児保育事業 
　　延長保育促進事業 
　　ファミリー・サポート・センター事業 
　　保育所入所措置事業 
　　市立保育園運営事業 
　　児童手当給付事業 
　　児童扶養手当給付事業 
　　子育て支援金支給事業 
　　ひとり親家庭福祉事業 
　　児童館運営事業 
　　子育て支援センター運営事業 
　　乳幼児福祉医療費拡大事業 
　　入院医療費支給事業 
国保人間ドック助成事業 
老人保護措置事業 
介護予防事業（高齢者介護予防事業ほか） 
包括支援センター運営事業 
任意事業 （家族介護教室事業ほか） 
包括支援センター運営事業（介護予防支援業務）  
敬老会開催事業 
高齢者祝金給付事業 
家族介護手当支給事業 
緊急通報体制整備事業 
生きがい活動支援通所事業 
老人クラブ活動費補助金 
生活保護費 
地域支援事業分担金 
介護保険事業分担金 
特別養護老人ホーム運営事業 
母子保健事業 
住民検診事業 
健康増進事業 
感染症等予防事業 
心の健康づくり事業 
障害者自立支援事業（介護給付・施設訓練等給付事業ほか） 
  
  
ごみの減量化推進事業 
消防・防災設備整備事業 
急傾斜地崩壊対策事業 
本荘中央地区土地区画整理事業 
農業集落排水事業 
特定地域生活排水処理施設事業 
公共下水道事業 
特定環境保全公共下水道事業 
松ヶ崎地区統合簡易水道施設整備事業 
大内第三簡易水道施設整備事業 
亀田簡易水道施設整備事業 
本荘地域浄水場新設事業 
鳥海地域浄水場・ＰＣ配水池建設事業 
老朽管更新事業 
西目地域配水管布設替事業 
ガス経年管更新事業 
LNGサテライト設備増設事業 
  
5．豊かな心と文化を育むまちづくり  
まちづくり交付金事業 
西目小学校改築事業 
中学校施設整備事業 
本荘南中学校改築事業 
スクールバス更新事業 

 
55,328 
10,110 
3,263 
7,705 
27,884 
2,000 

1,783,152 
722,880 
564,786 
307,702 
61,500 
12,390 
12,241 
15,740 
47,442 
3,000 
30,400 
170,960 
31,266 
60,738 
42,617 
21,021 
19,406 
17,867 
14,124 
9,984 
9,712 
9,080 

914,652 
36,352 
893,546 
706,614 
47,495 
52,561 
5,344 
73,156 
1,155 

845,560 
 
 

64,575 
213,630 
17,300 
850,506 
1,797,562 
49,193 
414,476 
314,630 
213,667 
94,486 
128,735 
14,227 
174,876 
83,004 
31,500 
21,000 
499,800 

 
 

1,941,766 
85,560 
14,730 
150,094 
14,431 

 

　
主
な
重
点
施
策
―
―
―
―
―
― 

 

　
「
市
総
合
発
展
計
画
」
の
七
つ

の
大
綱
ご
と
の
重
点
施
策
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

　
第
一
は
「
地
域
に
開
か
れ
た
住

民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

市
の
花
・
さ
く
ら
に
つ
い
て
は
、

さ
く
ら
満
開
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
そ
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
ふ

る
さ
と
納
税
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と

さ
く
ら
基
金
」
で
は
三
月
九
日
現

在
で
四
十
四
件
、
七
百
五
十
六
万

九
千
円
の
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
基
金
の
一
部
を
、
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
さ
く

ら
の
植
栽
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。 

　
第
二
は
「
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
は
、

認
定
農
業
者
及
び
集
落
営
農
組
織

等
の
担
い
手
に
対
し
、
複
合
作
物

へ
の
取
り
組
み
や
経
理
等
経
営
改

善
に
向
け
た
支
援
な
ど
を
重
点
的

に
行
う
と
と
も
に
、
「
由
利
本
荘

米
」
の
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と

鳥
海
リ
ン
ド
ウ
に
代
表
さ
れ
る
「
地

域
品
目
」
の
育
成
・
生
産
振
興
を

推
進
し
ま
す
。
畜
産
で
は
、
本
市

に
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
統

合
家
畜
市
場
」
の
円
滑
な
推
進
を

図
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。 

　
水
産
業
で
は
安
全
で
安
心
な
漁

港
整
備
を
進
め
、
海
面
漁
業
に
お

け
る
ク
ル
マ
エ
ビ
や
ガ
ザ
ミ
（
ワ

タ
リ
ガ
ニ
）
の
種
苗
放
流
な
ど
を

支
援
し
ま
す
。
土
地
改
良
事
業
は

県
営
た
め
池
等
整
備
事
業
、
基
盤

整
備
促
進
事
業
、
土
地
改
良
施
設

維
持
適
正
化
事
業
を
実
施
し
、
地

域
で
共
同
活
動
を
行
う
「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」

を
継
続
し
ま
す
。 

　
観
光
面
で
は
、
県
内
外
か
ら
の

さ
ら
な
る
誘
客
の
た
め
観
光
振
興

計
画
に
基
づ
い
た
体
験
・
滞
在
型

観
光
の
推
進
と
環
鳥
海
地
域
連
携

に
よ
る
広
域
観
光
を
視
野
に
入
れ

積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
、
商

工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域

経
済
や
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図

る
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
連
携

協
定
を
結
ん
だ
県
立
大
学
、
産
学

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
な

が
ら
、
産
学
官
で
商
業
交
流
や
地

域
交
流
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
各

分
野
で
連
携
し
ま
す
。 

　
第
三
は
「
健
や
か
さ
と
や
さ
し

さ
あ
ふ
れ
る
健
康
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
で
す
。
福
祉
の
向
上
を
図

る
た
め
に
は
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
や
社

会
福
祉
協
議
会
、
社
会
福
祉
団
体

な
ど
と
の
連
携
の
も
と
地
域
福
祉

を
推
進
し
ま
す
。 

　
健
康
づ
く
り
対
策
に
つ
い
て
は

「
健
康
由
利
本
荘
21
計
画
」
の
も

と
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的

と
し
た
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
や
自
殺
予
防
対
策
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。
母
子
保
健
対
策
と
し

て
、
妊
婦
の
健
康
管
理
の
充
実
と

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

新
年
度
は
妊
婦
健
康
診
査
十
四
回

の
無
料
化
を
行
い
ま
す
。 

　
子
育
て
支
援
対
策
は
、
少
子
化

対
策
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
り
、

児
童
手
当
等
給
付
制
度
を
は
じ
め

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
高
齢
者
福
祉
対
策
で
は
、
総

合
的
な
支
援
体
制
の
拡
充
に
努
め
、

高
齢
者
の
状
況
に
応
じ
た
在
宅
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。 

　
第
四
は
「
恵
ま
れ
た
自
然
と
や

す
ら
ぎ
の
あ
る
環
境
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
」
で
あ
り
、
市
街
地
整
備

で
は
本
荘
中
央
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
な
ど
に
よ
る
由
利
橋
通
線

お
よ
び
大
町
銀
座
通
線
沿
線
の
建

物
移
転
補
償
を
進
め
、
改
良
整
備

を
図
り
ま
す
。
旧
由
利
組
合
総
合

病
院
跡
地
で
の
文
化
複
合
施
設
の

建
設
を
推
進
し
、
個
性
的
で
魅
力

的
な
市
街
地
を
形
成
し
ま
す
。 

　
環
境
衛
生
対
策
に
つ
い
て
は
、

ご
み
の
減
量
化
と
分
別
に
よ
る
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
強
化
し
、
ご

み
処
理
施
設
の
う
ち
最
終
処
分
場

に
関
連
す
る
施
設
の
一
部
改
修
な

ど
を
実
施
し
て
環
境
負
荷
の
軽
減

と
保
全
に
努
め
ま
す
。 

　
上
水
道
、
簡
易
水
道
の
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
鳥
海
ダ
ム
に
つ

い
て
は
、
一
日
も
早
い
工
事
事
務

所
へ
の
格
上
げ
を
関
係
団
体
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
国
・
県
に
対

し
て
強
く
要
望
し
ま
す
。 

　
第
五
は
「
豊
か
な
心
と
文
化
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。 

　
学
校
教
育
は
「
人
間
性
豊
か
で

進
取
の
気
性
に
富
む
、
た
く
ま
し

い
子
ど
も
の
育
成
」
を
目
標
に
「
知
・

徳
・
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

教
育
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
教
育
環
境

の
整
備
と
地
域
全
体
で
学
校
を
支

え
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。
学

校
環
境
適
正
化
事
業
と
学
校
の
耐

震
化
の
推
進
、
新
た
に
緊
急
メ
ー

ル
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
や
学
校
評

価
事
業
を
導
入
し
、
西
目
小
学
校

や
本
荘
南
中
学
校
の
環
境
整
備
を

推
進
し
ま
す
。 

　
芸
術
文
化
の
振
興
に
お
き
ま
し

て
は
、
各
種
芸
術
文
化
団
体
の
育

成
と
と
も
に
、
昨
年
に
続
き
、
劇

団
四
季
の
「
人
間
に
な
り
た
が
っ

た
猫
」
を
自
主
公
演
し
ま
す
。 

ケーブルテレビを通じ、明るい話題が茶の間に 

二
年
を
か
け
建
設
さ
れ
る
文
化
複
合
施
設 

は
ぐ
く 

はぐく 



経
済
・
雇
用
情
勢
の
改
善
に 

向
け
て
臨
時
対
策 

　
市
で
は
、
経
済
・
雇
用
情
勢

の
改
善
を
図
る
た
め
、
平
成
二

十
一
年
度
補
正
予
算
を
措
置
し
、

県
の
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
臨
時

対
策
基
金
（
二
十
二
億
円
）
と

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
（
六

十
八
億
円
）、
を
活
用
し
た
離
職

者
臨
時
雇
用
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

　
実
施
年
度
は
平
成
二
十
一
年

度
か
ら
三
カ
年
。
本
市
の
主
な

計
画
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

△
 △
 △
 

△
 △
 △
 

市税 
7,896,102 
　　（18.0％） 

分担金・負担金 
376,972（0.8％） 

使用料・手数料 
851,153（1.9％） 

財政収入 
236,620（0.5％） 
繰入金 
187,721（0.4％） 
諸収入等 
1,162,361（2.7％） 
地方譲与税 
661,400（1.5％） 
交付金 
1,083,554（2.5％） 地方交付税 

18,716,072（42.7％） 

7,052,745 
（16.1％） 
7,052,745 
（16.1％） 

国県 
支出金 

市債 
5,615,300 
（12.8％） 

自主財源主財源 
10,710,929 
（24.4％） 

自主財源 
10,710,929 
（24.4％） 

議会費 
271,563（0.6％） 

総務費 
5,463,068 
（12.5％） 

民生費 
10,001,042 
（22.8％） 

土木費 
6,549,697 
（14.9％） 衛生費 

2,956,287 
（6.7％） 

労働費126,513（0.3％） 
農林水産業費 
3,047,602 
（7.0％） 

商工費 
1,113,844 
（2.5％） 

消防費 
1,747,816 
（4.0％） 

教育費 
3,654,559 
（8.3％） 

災害復旧費 
14,770 
（0.0％） 

公債費 
8,629,724 
（19.7％） 

諸支出金 
199,085（0.5％） 

予備費 
64,400（0.2％） 

児童生徒学校生活サポート事業 
ＡＬＴ招致事業 
放課後子ども教室推進事業 
笹子公民館建設事業 
文化会館アスベスト除去事業 
埋蔵文化財調査事業 
 
6．心ふれあう情報と交流のまちづくり  
移動通信用鉄塔施設整備事業 
テレビ共同受信施設撤去事業 
地方道路整備臨時交付金事業（道路改良） 
地方道路整備臨時交付金事業（道路補修） 
道路新設改良事業 
建設機械整備事業（除雪機械更新） 
冬季交通等確保事業 
道路維持事業 
 
7．行財政改革による健全なまちづくり  
住民税年金特別徴収対応事業 

国 民 健 康 保 険  
老 人 保 健  
後 期 高 齢 者 医 療  
休 日応急診療所運営  
情 報 セ ン タ ー  
地 域 情 報 化 事 業  
奨 学 資 金  
介 護 サ ー ビ ス  
下 水 道 事 業  
集 落 排 水 事 業  
簡 易 水 道 事 業  
休 養 宿 泊 施 設 運 営  
ス キ ー 場 運 営  
小 友 財 産 区  
北 内 越 財 産 区  
松 ヶ 崎 財 産 区  
小 計  
 
水 道 事 業  
ガ ス 事 業  
小 計  

38,379 
39,254 
10,510 
210,102 
18,965 
4,118 

 
 

138,455 
11,760 
859,909 
100,150 
310,308 
73,475 
329,449 
174,461 

 
 

19,806 
 

9,167,474 
52,450 
783,279 
9,251 

288,286 
130,004 
89,266 
742,925 
3,042,644 
3,555,031 
1,176,261 
15,994 
119,682 
1,829 
16 
866 

19,175,258 
 

2,586,349 
2,068,289 
4,654,638

　
文
化
財
の
調
査
、
保
護
で
は
、

鳥
海
山
の
国
の
史
跡
指
定
申
請
に

伴
う
調
査
・
研
究
を
さ
ら
に
進
め
、

そ
の
調
査
結
果
を
報
告
書
に
ま
と

め
て
公
表
し
、
そ
の
遺
産
の
重
要

性
を
周
知
し
ま
す
。 

　
第
六
は
「
心
ふ
れ
あ
う
情
報
と

交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。 

　
市
内
の
各
地
域
を
結
ぶ
道
路
網

の
整
備
は
、
市
民
生
活
の
利
便
性

向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
、
市

の
一
体
化
の
た
め
に
最
も
重
要
な

施
策
で
あ
り
、
国
道
・
県
道
の
改

良
促
進
の
要
望
と
と
も
に
、
各
地

域
の
市
道
改
良
整
備
、
道
路
維
持

補
修
を
鋭
意
実
施
す
る
と
と
も
に
、

除
雪
作
業
に
つ
い
て
は
冬
季
交
通

確
保
に
万
全
を
期
し
ま
す
。
公
共

交
通
の
維
持
と
充
実
を
図
る
た
め

「
地
域
公
共
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」
策

定
な
ど
に
も
着
手
し
ま
す
。 

　
高
度
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に

つ
い
て
は
新
た
に
本
荘
地
域
の
市

街
地
地
区
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網

を
敷
設
整
備
。
こ
れ
に
よ
り
、
市

全
域
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
施
設
整
備
が

完
了
し
ま
す
。
市
の
一
体
性
の
確

保
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
意
識
の
形

成
の
た
め
、
番
組
ソ
フ
ト
作
り
を

強
化
し
ま
す
。 

　
国
際
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

共
和
国
と
中
華
人
民
共
和
国
と
の

交
流
も
継
続
し
ま
す
。 

　
最
後
の
第
七
は
「
行
政
改
革
に 

よ
る
健
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。 

市
民
に
身
近
な
行
政
を
展
開
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
行
政
の
簡
素
化
・

効
率
化
に
取
り
組
み
、
効
果
的
な

行
財
政
運
営
を
推
進
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
「
市
行
政
改

革
大
綱
」
や
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
市
民
の
意
を
取
り
入

れ
つ
つ
、
今
後
も
簡
素
で
効
率
的

な
組
織
機
構
と
職
員
の
配
置
、
施

設
の
利
用
状
況
や
市
民
の
需
要
動

向
を
踏
ま
え
た
管
理
運
営
の
見
直

し
な
ど
の
検
討
を
進
め
、
広
く
理

解
を
得
な
が
ら
効
率
的
、
効
果
的

な
市
政
運
営
に
努
め
ま
す
。 

希
望
に
あ
ふ
れ
、 

活
気
に
満
ち
て 

 

存 
依 

源 

財 

33,129,071
（75.6％） 

23,829,896 
 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
人
事 

 

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
・
退
職
者 

（
３
月
31
日
付
） 

佐
々
木
永
吉
（
理
事
） 

鷹
島
　
恵
一
（
市
民
環
境
部
長
） 

今
野
良
司
（
行
政
改
革
推
進
本
部

局
長
兼
総
務
部
政
策
監
） 

小
松
茂
樹
（
会
計
管
理
者
兼
出
納

室
長
） 

佐
藤
善
昭
（
総
務
部
部
長
待
遇
） 

齋
藤
　
悟
（
総
務
部
政
策
監（
部

長
待
遇
）） 

渡
部
専
一
（
農
林
水
産
部
政
策
監 

（
部
長
待
遇
）） 

佐
藤
正
敏
（
矢
島
総
合
支
所
長
） 

齋
藤
忠
弘
（
西
目
総
合
支
所
長
併

教
育
委
員
会
西
目
教
育
学
習
課
長
） 

三
浦
俊
雄
（
福
祉
保
健
部
政
策
監
） 

齋
藤
俊
明
（
福
祉
保
健
部
政
策
監

兼
鳥
海
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
長
） 

菅
原
賢
一
（
ガ
ス
水
道
局
政
策
監

兼
水
道
課
長
） 

鈴
木
昭
信
（
ガ
ス
水
道
局
政
策
監
） 

齊
藤
憲
一
（
総
務
部
次
長
兼
税
務

課
長
） 

菊
地
二
三
夫
（
福
祉
保
健
部
次
長
） 

佐
藤
金
悦
（
福
祉
保
健
部
次
長
兼

健
康
管
理
課
長
） 

大
友
隆
一
郎
（
建
設
部
次
長
兼
都

市
計
画
課
長
） 

植
田
太
一
（
矢
島
総
合
支
所
振
興

課
主
幹
兼
振
興
課
長
） 

谷
川
一
夫
（
出
納
室
技
監
兼
検
査

課
長
） 

三
浦
清
一
（
教
育
委
員
会
主
幹
兼

生
涯
学
習
推
進
課
長
） 

齋
藤
久
和
（
総
務
部
次
長
待
遇
） 

佐
藤
正
平
（
総
務
部
次
長
待
遇
） 

佐
藤
孫
栄
（
由
利
総
合
支
所
市
民

課
長
） 

佐
々
木
良
行
（
大
内
総
合
支
所
福

祉
保
健
課
長
） 

小
松
　
建
（
東
由
利
総
合
支
所
建

設
課
長
） 

齋
藤
公
一
（
西
目
総
合
支
所

福
祉
保
健
課
長
） 

佐
藤
則
夫
（
鳥
海
総
合
支
所

市
民
課
長
） 

村
上
孝
敏
（
鳥
海
総
合
支
所

鳥
海
診
療
所
事
務
長
） 

佐
藤
文
範
（
鳥
海
総
合
支
所

鳥
寿
苑
施
設
長
） 

尾
留
川
信
一
（
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
） 

熊
谷
　
勲
（
教
育
委
員
会
矢

島
教
育
学
習
課
長
） 

三
浦
眞
一
（
教
育
委
員
会
由

利
教
育
学
習
課
長
） 

小
助
川
弘
高
（
教
育
委
員
会

大
内
教
育
学
習
課
長
） 

高
橋
悦
子
（
教
育
委
員
会
東

由
利
教
育
学
習
課
長
） 

東
海
林
一
昭
（
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
課
長
待
遇
） 

鈴
木
　
薫
（
教
育
委
員
会
西

目
幼
稚
園
長
（
課
長
待
遇
）） 

井
島
幸
臣
（
総
務
部
総
務
課

主
席
参
事
兼
課
長
補
佐
） 

佐
々
木
圭
二
（
総
務
部
税
務
課
主

席
参
事
兼
課
長
補
佐
） 

植
田
農
夫
一
（
矢
島
総
合
支
所
産

業
課
主
席
参
事
） 

遠
藤
信
悦
（
大
内
総
合
支
所
振
興

課
主
席
参
事
） 

佐
藤
ユ
リ
子
（
大
内
総
合
支
所
市

民
課
主
席
参
事
兼
課
長
補
佐
） 

鈴
木
正
子
（
由
利
総
合
支
所
ゆ
り

保
育
園
主
席
参
事
兼
園
長
） 

三
舩
栄
子
（
鳥
海
総
合
支
所
川
内

保
育
園
主
席
参
事
兼
園
長
） 

佐
藤
末
子
（
鳥
海
総
合
支
所
笹
子

保
育
園
主
席
参
事
兼
園
長
） 

佐
藤
千
恵
子
（
鳥
海
総
合
支
所
鳥

海
診
療
所
主
席
主
査
） 

田
口
修
一
（
農
業
委
員
会
事
務
局

主
席
参
事
兼
次
長
） 

東
海
林
　
勲
（
ガ
ス
水
道
局
水
道

課
主
席
参
事
） 

堀
　
登
志
子
（
福
祉
保
健
部
健
康

管
理
課
参
事
）
　 

佐
々
木
甲
子
（
商
工
観
光
部
観
光

振
興
課
鶴
舞
温
泉
参
事
） 

保
科
友
子
（
市
民
環
境
部
市
民
生

活
課
上
席
主
査
） 

阿
部
和
子
（
農
業
委
員
会
事
務
局

上
席
主
査
） 

加
藤
禮
子
（
農
業
委
員
会
事
務
局

上
席
主
査
） 

伊
藤
房
子
（
岩
城
総
合
支
所
産
業

課
主
査
） 

堀
川
隆
子
（
福
祉
保
健
部
健
康
管

理
課
主
査
） 

渡
辺
　
恵
（
教
育
委
員
会
西
目
教

育
学
習
課
主
任
） 

真
坂
　
覚
（
鳥
海
総
合
支
所
振
興

課
主
任
技
術
員
） 

三
浦
ア
キ
子
（
教
育
委
員
会
松
ヶ

崎
小
学
校
校
務
員
） 

佐
藤
千
代
子
（
教
育
委
員
会
由
利

小
学
校
校
務
員
） 

■
消
防
本
部 

打
矢
洋
介
（
消
防
本
部
政
策
監
） 

伊
藤
敏
也
（
本
荘
消
防
署
副
署
長
） 

原
田
専
一
（
本
荘
消
防
署
副
署
長
） 

軽
部
　
博
（
矢
島
消
防
署
副
署
長
） 

2



 

4月1日付 

部
長
級 

理　事 
（地域協議会・第 
３セクタ－担当） 
猿田正好  

市民環境部長 
植村  清一  

建設部長 
熊谷幸美  

総務部部長待遇 
（本荘由利広域市町 
村圏組合へ派遣） 
遠藤重　  

矢島総合支所長 
細谷正幸  

西目総合支所長 
小川　弘 

鳥海総合支所長 
鈴木　一 

会計管理者 
兼出納室長 
池田芳雄  

行政改革推進本部 
局長兼総務部政策監 
佐藤良夫  

福祉保健部 
政策監　　 
冨田   満  

岩城総合支所 
政策監　　　 
今野五雄  

教育委員会事務局 
政策監　　　　　 
（文化複合施設運営担当） 
木内惠一  

消防本部政策監  
土田喜一郎 

次
長
級 

総
務
部
次
長
兼
車
両
セ
ン
タ
ー
所
長 

今
野
　
淳
一 

行
政
改
革
推
進
本
部
次
長 

佐
藤
　
一
喜 

矢
島
総
合
支
所
主
幹
兼
振
興
課
長 

土
田
　
武
弥 

由
利
総
合
支
所
主
幹
兼
振
興
課
長 

加
藤
　
徹
朗 

大
内
総
合
支
所
主
幹
兼
市
民
課
長 

佐
藤
　
光
治 

大
内
総
合
支
所
主
幹
兼
建
設
課
長 

佐
藤
　
光
男 

東
由
利
総
合
支
所
主
幹
兼
市
民
課
長 

佐
藤
　
順
一 

東
由
利
総
合
支
所
主
幹
兼
産
業
課
長 

小
番
　
直
義 

東
由
利
総
合
支
所
主
幹
兼
東
光
苑

施
設
長
　
　
　
　
　
大
庭
　
敏
昭 

西
目
総
合
支
所
主
幹
兼
市
民
課
長 

齋
藤
　
義
博 

鳥
海
総
合
支
所
主
幹
兼
産
業
課
長 

佐
藤
　
富
栄 

鳥
海
総
合
支
所
主
幹
兼
建
設
課
長 

佐
藤
　
傳
一 

行
政
改
革
推
進
本
部
次
長
兼
課
長 

真
坂
　
誠
一 

出
納
室
次
長
兼
検
査
課
長 

伊
藤
　
　
篤 

教
育
委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
学
校
教

育
課
長（
県
教
育
委
員
会
よ
り
出
向
） 

安
藤
　
　
純 

教
育
委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
岩
城

教
育
学
習
課
長
兼
岩
城
公
民
館
長 

堀
井
　
幸
二 

教
育
委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
本
荘

文
化
会
館
長
　
　
　
本
間
　
　
始 

消
防
本
部
矢
島
消
防
署
長 

小
番
　
　
實 

 

課
長
級 

総
務
部
税
務
課
長
　
鈴
木
　
順
孝 

総
務
部
収
納
課
長
　
田
中
　
龍
一 

福
祉
保
健
部
健
康
管
理
課
長 

遠
藤
　
勇
喜 

福
祉
保
健
部
福
祉
支
援
課
長 

小
番
　
洋
一 

農
林
水
産
部
林
政
課
長 佐

藤
　
淳
一 

商
工
観
光
部
観
光
振
興
課
長 

佐
藤
　
義
雄 

建
設
部
建
設
管
理
課
長 鎌

田
　
正
夫 

建
設
部
都
市
計
画
課
長 佐

々
木
　
聡 

総
務
部
税
務
課
課
長
待
遇
（
住
民

税
担
当
）
　
　
　    

須
藤
　
　
典 

農
林
水
産
部
農
業
水
産
課
課
長
待

遇
（
秋
田
由
利
牛
振
興
担
当
） 

須
田
　
　
広 

矢
島
総
合
支
所
市
民
課
長 

三
浦
　
芳
文 

矢
島
総
合
支
所
建
設
課
長
併
ガ
ス

水
道
局
矢
島
水
道
事
務
所
長 

工
藤
　
一
男 

岩
城
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
長
兼

亀
田
保
育
園
長
兼
岩
城
保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
　
　
　    

嶽
石
　
文
弥 

由
利
総
合
支
所
市
民
課
長 

鈴
木
　
甚
悦 

由
利
総
合
支
所
建
設
課
長 

遠
藤
　
利
夫 

大
内
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
長 

田
口
　
松
雄 

大
内
総
合
支
所
産
業
課
長 

吉
尾
　
金
雄 

東
由
利
総
合
支
所
建
設
課
長 

柴
田
　
和
尋 

西
目
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
長
兼
西

目
中
央
児
童
館
長
　  

榊
　
　
豊
昭 

鳥
海
総
合
支
所
市
民
課
長 

佐
藤
　
要
子 

鳥
海
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
長 

佐
藤
　
恵
一 

鳥
海
総
合
支
所
鳥
海
診
療
所
事
務
長 

村
上
　
一
弥 

鳥
海
総
合
支
所
鳥
寿
苑
施
設
長 

佐
藤
　
秀
孝 

岩
城
総
合
支
所
亀
田
出
張
所
長
（
課 

長
待
遇
）
　
　
　    

渡
辺
　
　
彰 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
推
進
課
長 

大
滝
　
　
朗 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
推
進
課
文

化
複
合
施
設
運
営
室
長
（
課
長
待

遇
）
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
利
一 

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長 

伊
藤
　
　
久 

教
育
委
員
会
文
化
課
長
兼
本
荘
郷

土
資
料
館
長
　
　    

工
藤
　
淳
一 

教
育
委
員
会
矢
島
教
育
学
習
課
長
兼

矢
島
公
民
館
長
兼
矢
島
郷
土
資
料
館

長
兼
矢
島
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長 

佐
藤
　
勝
一 

教
育
委
員
会
由
利
教
育
学
習
課
長

兼
由
利
公
民
館
長
兼
由
利
図
書
館

長
兼
由
利
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長 

伊
藤
　
康
勝 

教
育
委
員
会
大
内
教
育
学
習
課
長
兼

大
内
公
民
館
長
　    

加
藤
　
　
均 

教
育
委
員
会
東
由
利
教
育
学
習
課
長
兼

東
由
利
公
民
館
長
　
　
　
橋
　
裕
子 

教
育
委
員
会
西
目
教
育
学
習
課
長

兼
西
目
公
民
館
長
兼
西
目
海
洋
セ

ン
タ
ー
所
長
　
　
　
増
村
　
　
子 

教
育
委
員
会
本
荘
公
民
館
長
兼
本

荘
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長 

田
仲
　
淳
子 

ガ
ス
水
道
局
管
理
課
長 原

田
　
正
雄 

ガ
ス
水
道
局
水
道
課
長 遠

藤
　
正
彦 

任
消
防
司
令
長
・
消
防
本
部
警
防

課
長
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
常
男 

任
消
防
司
令
長
・
消
防
本
部
救
急

課
長
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
俊
一 
 

採
用 

■
市
長
部
局 

総
務
部
税
務
課
主
事
　
板
垣
　
俊
一 

総
務
部
税
務
課
主
事
　
池
田
　
勇
人 

総
務
部
税
務
課
主
事
　
茂
木
　
貴
恵 

市
民
環
境
部
市
民
生
活
課
主
事 

佐
々
木
賢
太
郎 

市
民
環
境
部
市
民
生
活
課
主
事 

田
口
　
裕
輔 

市
民
環
境
部
市
民
生
活
課
主
事 

東
海
林
未
紀 

福
祉
保
健
部
福
祉
支
援
課
主
事 

三
浦
　
　
陵 

■
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課
主
事
　
木
村
　
直
登 

■
消
防
本
部 

本
荘
消
防
署
主
任
　
小
松
　
圭
介 

本
荘
消
防
署
主
事
　
小
野
　
将
紀 

本
荘
消
防
署
主
事
　
渡
辺
　
雄
太 

本
荘
消
防
署
主
事
　
伊
藤
　
　
卓 

本
荘
消
防
署
主
事
　
佐
藤
　
　
豪 

本
荘
消
防
署
主
事
　
吉
尾
　
　
渉 

矢
島
消
防
署
主
事
　
　
橋
　
幸
生

矢
島
消
防
署
主
事
　
豊
島
　
　
淑 

矢
島
消
防
署
主
事
　
三
船
　
　
葵 

 

帰
任
（
３
月
31
日
付
） 

米
持
　
隆
司
（
教
育
委
員
会
事
務

局
主
幹
兼
学
校
教
育
課
長
／
県
教

育
委
員
会
へ
） 

市職員 

◆
異
動
規
模
及
び
方
針 

　
現
在
の
経
済
雇
用
情
勢
に

お
い
て
、
市
政
の
停
滞
は
一

日
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

円
滑
な
業
務
運
営
を
図
る
た

め
、
幹
部
職
員
に
つ
い
て
は

定
期
の
異
動
と
し
た
。 

①
引
き
続
き
理
事
を
配
置
し
、

　
「
地
域
協
議
会
」
お
よ
び

　
「
第
３
セ
ク
タ
ー
」
を
担

　
当
。 

②
女
性
管
理
職
の
登
用
。 

 

◆
機
構
改
革 

　
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
機

構
の
確
立
を
見
据
え
、
効
果

的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
る

と
と
も
に
、
真
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
水
準
を
持
続
可
能
に

し
て
い
く
た
め
、
課
の
統
廃

合
お
よ
び
担
当
部
署
の
新
設

な
ど
を
実
施
し
た
。 

①
企
画
調
整
部
「
ま
ち
づ
く

　
り
構
想
推
進
室
」
を
廃
止
、

　
企
画
調
整
課
内
に
「
地
域

　
づ
く
り
推
進
室
」
を
新
設
。

　
「
定
住
自
立
圏
形
成
方
針
・

　
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定

　
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
は
じ
め
と

　
す
る
市
民
活
動
の
支
援
な

　
ど
、
地
域
づ
く
り
支
援
に

　
関
わ
る
業
務
を
一
元
的
に

　
行
う
部
署
と
す
る
。 

②
職
員
減
少
へ
の
対
応
と
事

　
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

　
本
庁
並
び
に
総
合
支
所
の

　
取
り
扱
い
業
務
を
段
階
的

　
に
見
直
す
と
と
も
に
、
職

　
員
配
置
に
つ
い
て
も
平
準

　
化
を
進
め
る
。 

・
振
興
課
〜
財
政
・
会
計
事

　
務
の
本
庁
集
約
と
班
の
統

　
合 

・
教
育
学
習
課
〜
学
校
教
育

　
事
務
の
本
庁
集
約
と
班
の

　
統
合 

・
水
道
事
務
所
の
班
を
統
合 

③
平
成
23
年
度
の
完
成
に
向

　
け
て
、
施
設
運
営
の
あ
り

　
方
を
検
討
す
る
た
め
、
教

　
育
委
員
会
生
涯
学
習
推
進

　
課
内
に
、「（
仮
称
）
文
化

　
複
合
施
設
運
営
室
」
を
新

　
設
す
る
と
と
も
に
、
政
策

　
監
及
び
課
長
待
遇
、
担
当

　
職
員
を
配
置
。 

 

◆
人
事
の
停
滞
を
招
か
な
い

　
よ
う
長
期
在
職
者
の
積
極

　
的
な
交
流
を
図
っ
た
。 

 



　
市
で
は
、
平
成
21
年
度
に
町
内
会

館
な
ど
の
建
て
替
え
や
修
繕
な
ど
を

予
定
し
、
「
集
会
施
設
建
設
費
等
補

助
金
」
を
申
請
す
る
町
内
会
な
ど
を

追
加
募
集
し
ま
す
。
補
助
金
の
活
用

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
左
記
締
め

切
り
ま
で
関
係
書
類
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
要
望
書
に
見
積
書
な
ど
の
必
要
書

　
類
を
添
え
て
４
月
20
日
（
月
）
ま

　
で
、
市
企
画
調
整
課
ま
た
は
各
総

　
合
支
所
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

　
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

　
企
画
調
整
課（
☎
24
―
６
２
３
１
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課

▽
と
き
　
４
月
18
日（
土
）午
前
10
時

　
〜
正
午

▽
と
こ
ろ
　
水
林
国
有
林
（
本
荘
由

　
利
卸
売
市
場
向
か
い
）

▽
作
業
内
容
　
ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
千

　
本
を
植
樹
し
ま
す

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま

　
す
の
で
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
に
て
、
住
所･

氏
名･

年
齢
を
お
知

　
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先  

４

　
月
15
日（
水
）ま
で
、
水
林
海
岸
防

　
備
林
を
松
く
い
虫
か
ら
再
生
す
る

　
会
事
務
局（
由
利
森
林
管
理
署
内
）

　（
☎
22
―
１
０
７
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24

　
―
２
２
７
４
）

　
平
成
21
年
度
に
お
い
て
、
市
民
が

自
ら
企
画
し
、
市
の
活
性
化
に
効
果

が
期
待
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど

を
実
施
す
る
場
合
、
そ
の
事
業
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
独
創
的
な
視

点
や
工
夫
が
見
ら
れ
、
多
く
の
市
民

参
加
が
期
待
さ
れ
、
全
市
に
広
が
り

の
あ
る
事
業
を
期
待
し
ま
す
。

▽
支
援
対
象
事
業

・
平
成
21
年
５
月
中
旬
〜
22
年
３
月

　
に
実
施
さ
れ
る
事
業

・
市
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
実
施

　
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
で
次

　
年
度
以
降
も
継
続
的
に
行
わ
れ
る

　
も
の

▽
補
助
金
額
　
補
助
対
象
事
業
費
の

　
２
分
の
１
以
内
の
額
で
、
補
助
限

　
度
額
50
万
円

▽
補
助
金
の
決
定
　
事
業
お
よ
び
補

　
助
金
額
は
、
審
査
委
員
会
で
提
出

　
さ
れ
た
申
請
書
を
基
に
事
業
の
公

　
益
性
、
具
体
性
、
費
用
の
妥
当
性

　
な
ど
を
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
〜
５
月
11
日（
月
）

▽
提
出
書
類
　
「
活
性
化
事
業
計
画

　
承
認
申
請
書
」
お
よ
び
添
付
書
類

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

　
企
画
調
整
課（
☎
24
―
６
２
３
１
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課

▽
受
付
期
間
　
〜
４
月
14
日（
火
）

▽
受
験
資
格
　
昭
和
55
年
４
月
２
日

　
〜
昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
、

　
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　
で
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平
成
22
年

　
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

　
込
み
の
あ
る
方

▽
第
１
次
試
験
　
６
月
14
日（
日
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先  

秋
田
労
働
局
総

　
務
課
人
事
係
（
☎
０
１
８
―
８
６

　
２
―
６
６
８
１
）

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

▽
と
き
　
５
月
16
日（
土
）

▽
と
こ
ろ
　
秋
田
大
学

▽
対
象
　
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を

　
有
す
る
22
〜
26
歳
未
満
の
男
女

　
（
平
成
22
年
３
月
大
学
卒
業
見
込

　
み
含
む
）

【
一
般
曹
候
補
生
】

▽
と
き
　
５
月
23
日（
土
）

▽
と
こ
ろ
　
鶴
舞
会
館

▽
対
象
　
18
〜
27
歳
未
満
の
男
女

※
受
付
期
間
は
、
い
ず
れ
も
５
月
12

　
日（
火
）ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先  

自
衛
隊
由
利
本

　
荘
地
域
事
務
所
（
☎
22
―
３
４
７

　
９
）
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０

　
１
２
０
―
０
６
３
７
９
２
）

▽
と
き
　
４
月
24
日
（
金
）
午
前
10

　
時
〜
　

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
年
会
費
　
３
千
円

▽
対
象
　
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

※
秋
田
銀
行
・
秋
田
し
ん
せ
い
農
協

　
・
郵
便
局
の
い
ず
れ
か
の
通
帳
を

　
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先  

（
社
）由
利
本
荘

　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

　
局
（
☎
24
―
５
１
１
１
）

■
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

▽
と
き
　
４
月
の
毎
週
木
曜
日

　
午
後
１
時
15
分
〜
５
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

■
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

▽
と
き
　
４
月
８
日（
水
）午
前
９
時

　
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜

　
３
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
第
４
会
議
室

■
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

▽
と
き
　
毎
日
、
午
前
10
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

※
右
記
日
時
以
外
の
相
談
は
、
各
総

　
合
支
所
市
民
課
、
市
民
相
談
室
の

　
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

　
民
相
談
室
（
☎
24
―
６
２
５
１
）

  

人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
を
図
る

た
め
、
無
料
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ
　
４
月
７
日（
火
）

　
・
矢
島
福
祉
会
館

▽
と
き
・
と
こ
ろ
　
４
月
13
日（
月
）

　
・
直
根
公
民
館
（
鳥
海
地
域
）

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
問
い
合
わ
せ
先  

秋
田
地
方
法
務

　
局
本
荘
支
局（
☎
22
―
１
２
０
０
）

▽
と
き
　
４
月
15
日（
水
）、
５
月
20

　
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

　
分

▽
と
こ
ろ
　
鶴
舞
会
館

▽
相
談
内
容
　
不
動
産
・
会
社
・
法

　
人
の
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後

　
見
な
ど
（
先
着
６
組
。
事
前
に
予

　
約
が
必
要
で
す
。
予
約
専
用
☎
０

　
１
８
―
８
２
４
―
０
０
５
５
）

▽
問
い
合
わ
せ
先  

県
司
法
書
士
会

　（
☎
０
１
８
―
８
２
４
―
０
１
８

　
７
）

　
４
月
の
木
曜
日
は
窓
口
を
午
後
７

時
15
分
ま
で
延
長
し
、
市
税
の
納
付

と
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
開
設
場
所
　
市
収
納
課
窓
口（
本
庁
）

▽
開
設
日
時
　
４
月
２
、
９
、
16
、

　
23
、
30
日
の
木
曜
日
、
午
後
７
時

　
15
分
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先  

市
収
納
課
（
☎

　
24
―
６
２
５
６
）

　
次
に
よ
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
そ
の

代
理
人
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
　
４
月
８
日（
水
）午
後
１
時

　
30
分

▽
と
こ
ろ
　
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
３

　
階
「
学
習
ホ
ー
ル
」

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選
挙
管
理
委

　
員
会
事
務
局（
☎
24
―
６
３
９
０
）

　
４
月
か
ら
毎
月
第
４
金
曜
日
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
時
間
な
ど
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
内
容
　
刑
事
裁
判
の
法
廷
傍
聴

　
と
刑
事
裁
判
手
続
き
に
関
す
る
説

　
明
な
ど
（
裁
判
が
な
い
場
合
は
法

　
廷
傍
聴
は
映
画
の
視
聴
に
変
更
）

　
定
員
は
18
人
ま
で

▽
会
場
　
秋
田
地
方
裁
判
所
本
荘
支
部

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
秋

　
田
地
方
裁
判
所
本
荘
支
部
庶
務
係

　（
☎
22
―
３
９
１
６
）

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
特
別
徴
収

の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
こ
の
通

知
で
は
、
４
月
〜
８
月
の
年
金
か
ら

天
引
き
に
な
る
、
平
成
21
年
度
の
国

民
健
康
保
険
税
の
仮
徴
収
額
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
年
間
税
額
は
、

７
月
に
再
度
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

※
対
象
外
の
方
に
は
、
７
月
に
の
み

　
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
税
務
課
国
保

　
税
班
（
☎
24
―
６
３
０
６
）

　
公
営
住
宅
法
施
行
令
お
よ
び
由
利

本
荘
市
営
住
宅
管
理
条
例
な
ど
の
改

正
に
伴
い
、
市
営
住
宅
の
入
居
基
準

が
変
わ
り
ま
す
。

▽
所
得
要
件
（
一
般
世
帯
の
場
合
）

【
公
営
住
宅
】（
改
正
前
）
収
入
認

　
定
月
額
20
万
円
以
下
↓（
改
正
後
）

　
15
万
８
千
円
以
下

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】（
改
正
前
）

　
収
入
認
定
月
額
20
万
円
以
上
32
万

　
２
千
円
以
下
↓
（
改
正
後
）
15
万

　
８
千
円
以
上
25
万
９
千
円
以
下

※
障
害
者
世
帯
や
母
子
世
帯
な
ど
の

　
裁
量
階
層
世
帯
に
つ
い
て
は
、所
得

　
要
件
の
上
限
値
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

▽
そ
の
他
　
暴
力
団
員
で
あ
る
方
は

　
入
居
申
し
込
み
、ま
た
現
在
入
居

　
中
の
世
帯
へ
の
同
居
も
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
都
市
計
画
課

　（
☎
24
―
６
３
３
４
）ま
た
は
各
総

　
合
支
所
建
設
課
へ

　
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
交
通
マ

ナ
ー
を
守
り
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、

相
手
を
思
い
や
り
な
が
ら
行
動
し
、

交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
最
近
、
高
齢
者
が
交
通
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
家
族

ぐ
る
み
で
声
掛
け
を
し
、
交
通
安
全

に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
の
基
本

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

　
止

○
運
動
の
重
点

・
全
て
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

※
「
４
月
10
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

　
を
目
指
す
日
」
ゆ
ず
り
あ
い
、
相

　
手
を
思
い
や
り
、
交
通
ル
ー
ル
と

　
マ
ナ
ー
を
確
実
に
守
っ
て
「
交
通

　
事
故
死
ゼ
ロ
」
そ
し
て
「
交
通
事

　
故
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
年
度
市
内
の
小
学
校
へ
入
学
す

る
695
人
の
児
童
に
対
し
て
、
由
利
本

荘
地
区
交
通
安
全
協
会
（
遠
藤
誠
助

会
長
）
と
青
少
年
育
成
由
利
本
荘
市

民
会
議
本
荘
支
部
（
同
支
部
長
）
か

ら
、
新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
に
役

立
て
て
も
ら
い
た
い
と
「
黄
色
の
帽

子
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

区　分

新築・改築

補助率 限度額

2／10 200万円

改修・修繕 2／10 100万円

取　　　得 2／10 100万円

下水道接続
（供用開始から
　　3年以内）

1／2 50万円

□赤田市民農園　 
　▽場所　五峰苑内　東光館隣り（赤田）
　▽区画　１区画＝約40平方㍍
　▽年間利用料　3,000円（税込み）
　▽申し込み・問い合わせ先　農業水産課（☎24－6353）
　　　東光館（☎23－2882）

□大内市民農園　 
　▽場所　都市農村交流センター「たんぽぽ館」隣り（松本）
　▽区画　１区画＝約30平方㍍　
　▽年間利用料　2,000円（税込み）
　▽申し込み・問い合わせ先　大内総合支所産業課
　　　（☎66－2216）、「たんぽぽ館」（☎66－2277）

□南由利原高原クラインガルテン　　
　▽場所　南由利原高原（西沢）
　▽区画　１区画＝約105平方㍍
　▽年間利用料　3,000円（税込み）
　▽申し込み・問い合わせ先　由利総合支所産業課
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （☎53－2114）

□アグリファーム「ふれあい農園」
　▽場所　県立矢島高等学校旧農場跡地（矢島町城内）
　▽区画　１区画＝約50平方㍍
　▽年間利用料　3,000円（税込み）
　▽申し込み・問い合わせ先　矢島総合支所産業課
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （☎55－4956）

お
知
ら
せ

3月17日、新山小での贈呈式。「大変ありがたいこと」と話
す佐藤寛校長（中央）と遠藤会長（左）、渡邉副支部長

※事業費50万円以上が対象となります。



　
近
年
の
化
学
肥
料
高
騰
に
よ
り
堆

肥
の
利
用
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
次
の
施
設
で
有
機
堆
肥
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
利
用
し
や
す
い

袋
堆
肥
も
あ
り
ま
す
。
家
庭
菜
園
な

ど
に
い
か
が
で
す
か
。
価
格
は
各
販

売
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
販
売
所
　
矢
島
畜
産
セ
ン
タ
ー

　（
☎
55
―
２
２
５
２
）
、
ゆ
り
高

　
原
ふ
れ
あ
い
農
場
（
☎
53
―
２
２

　
１
１
）、
大
内
有
機
セ
ン
タ
ー（
☎

　
67
―
２
８
９
０
）
、
Ｊ
Ａ
秋
田
し

　
ん
せ
い
東
由
利
総
合
支
店
営
農
資

　
材
課
（
☎
69
―
２
２
２
１
）

　
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新

入
生
の
皆
さ
ん
を
迎
え
ま
す
。

　
市
民
皆
で
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
、

本
市
で
の
新
し
い
生
活
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

▽
と
き
　
４
月
７
日（
火
）午
後
１
時

　
ご
ろ
〜
（
30
分
程
度
）

▽
と
こ
ろ  

秋
田
県
立
大
学
本
荘
キ

　
ャ
ン
パ
ス
正
面
玄
関

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課

　（
☎
24
―
６
２
３
１
）

▽
売
り
払
い
物
件
　
（
所
在
）
西
目

　
町
沼
田
字
新
道
下
２
―
317
の
宅
地

　
261
・
69
平
方
メ
ー
ト
ル

 

▽
価
格
　

434
万
円

▽
申
込
受
付
期
間
　
〜
６
月
30
日

　（
火
）（
先
着
順
で
売
り
払
い
ま
す
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
秋

　
田
労
働
局
総
務
課
会
計
第
三
係
　

　（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
６
６
８
１
）

　
４
月
〜
８
月
の
年
金
か
ら
介
護
保

険
料
を
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

さ
せ
て
い
た
だ
く
お
知
ら
せ
を
４
月

中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
対
象
と
な
る

方
は
、
前
年
度
に
特
別
徴
収
さ
れ
て

い
た
方
と
４
月
、
６
月
か
ら
特
別
徴

収
が
開
始
に
な
る
方
で
、
平
成
20
年

中
の
所
得
額
と
市
民
税
額
が
確
定
す

る
ま
で
の
間
、
仮
の
保
険
料
額
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、

基
準
額
の
年
額
５
万
40
円
を
据
え
置

き
と
し
、
現
行
の
第
３
段
階
と
第
４

段
階
の
間
、
第
４
段
階
と
第
５
段
階

の
間
に
区
分
を
追
加
し
、
所
得
な
ど

一
定
基
準
に
満
た
な
い
方
の
負
担
軽

減
を
図
り
ま
す
。
（
平
成
21
年
度
の

所
得
階
層
区
分
、
保
険
料
は
下
表
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
）

　
保
険
料
所
得
階
層
区
分
は
、
所
得

額
や
市
民
税
額
が
確
定
し
た
後
の
７

月
の
算
定
か
ら
適
用
し
、
保
険
料
額

を
賦
課
決
定
し
た
う
え
で
、
７
月
中

旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
４
月
に
送
付
す
る
仮
徴
収
通
知
の

　
保
険
料
額
は
、
平
成
20
年
度
保
険

　
料
所
得
階
層
区
分
を
基
に
仮
算
定

　
し
た
も
の
で
す
。
所
得
階
層
区
分

　
が
変
更
と
な
る
場
合
は
、
10
月
以

　
降
の
特
別
徴
収
額
で
調
整
さ
れ
ま

　
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
長
寿
支
援
課

　
介
護
班
（
☎
24
―
６
３
２
３
）

公：本荘公民館　☎22－0900　文：本荘文化会館　☎22－3033　ア：アクアパル　☎22－5611　総：市総合体育館　☎62－0500
シ：シーガル ☎33－2315

アアアア ア 文文文 公公文 文文文 総総総総総 総

・
綾
小
路
き
み
ま
ろ
爆
笑
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
場
12
時
30
分
　
開
演
13
時

・
本
荘
山
の
会
山
岳
写
真
展
（
〜
５
日
）
10
時
〜
17
時

・
岩
谷
ミ
ニ
バ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
　
８
時
〜
18
時

・
ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
15
時

・
県
知
事
・
市
長
・
市
議
補
欠
選
挙
開
票

・
春
季
教
職
員
研
修
会
　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
17
時

・
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」
開
講
式

　
場
所
・
本
荘
文
化
会
館
地
階
大
会
議
室
　
９
時
30
分
〜
正
午

・
ア
ク
ア
パ
ル
カ
ヌ
ー
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時
　
参
加
料
あ
り

・
ダ
ン
ス
プ
ラ
ザ
・
タ
ケ
ウ
チ
　
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
17
時
　
会
費
あ
り

・
つ
る
ク
ラ
フ
ト
　
カ
ゴ
作
品
展
（
〜
19
日
）

　
　
　
　
　
　
10
時
〜
16
時
30
分
（
19
日
は
15
時
ま
で
）

・
第
２
回
初
瀬
カ
ッ
プ
本
荘
由
利
地
区
小
学
校
春
季

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
〜
19
日
）
　
　
８
時
〜
19
時

・
市
さ
く
ら
ま
つ
り
協
賛
俳
句
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
〜
16
時

・
ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分
　
登
録
料
あ
り

・
本
荘
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
　
　
　
　
９
時
30
分
〜
正
午

・
本
荘
由
利
春
季
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
26
日
）
　
８
時
〜
19
時

・
子
吉
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

・
第
46
回
本
荘
由
利
春
季
柔
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
〜
17
時

・
石
橋
博
絵
画
展
（
〜
５
月
２
日
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
16
時

・
日
本
語
学
習
教
室
開
講
式
　
18
時
45
分
〜
20
時
45
分

・
第
48
回
社
内
Ｑ
Ｐ
サ
ー
ク
ル
発
表
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
〜
13
時

・
総
合
体
育
館
休
館
日

・
総
合
体
育
館
休
館
日

　
総
延
長
1.3
キ
　

　
ロ

の
「
ハ
ー
ブ
通
り
」

の
桜
並
木
。
隣
接
す
る
３
ヘ   

ク

タ
ー
ル

の
花

畑
に
菜
の
花
が
黄
色
い
花
を
咲
か
せ

る
と
、
美
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
春

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
す
。ま
た
、

少
し
足
を
伸
ば
す
と
浜
館
公
園
で

は
、
日
本
海
の
す
ば
ら
し
い
眺
望
と

と
も
に
桜
の
古
木
と
自
然
の
調
和
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

　
【
４
月
10
日
】
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

　
レ
モ
ニ
ー
、
【
４
月
末
〜
５
月
６

　
日
】
菜
の
花
大
迷
路
と
オ
リ
エ
ン

　
テ
ー
リ
ン
グ
、
【
５
月
３
日
】
菜

　
の
花
大
迷
路
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・

　
抽
選
会
、
【
５
月
１
日
〜
31
日
】

　
菜
の
花
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
観
光
協
会
西

　
目
支
部
（
☎
33
―
４
１
５
０
）

　
本
荘
藩
２
万
石
の
城
址
と
し
て
、

歴
史
的
た
た
ず
ま
い
を
今
に
伝
え
る

本
荘
公
園
。
千
２
百
本
余
り
の
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
が
そ
の
姿
を
桜
色
に
包
み

込
み
ま
す
。
期
間
中
は
夜
間
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
、
春
の
夜
を
演
出

し
ま
す
。

▽
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

　
【
４
月
15
日
】
山
開
き
オ
ー
プ
ニ

　
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
城
門
）
、
植

　
木
盆
栽
市
（
公
園
広
場
、
26
日
ま

　
で
）
、
【
４
月
18
日
】
フ
リ
ー
マ

　
ー
ケ
ッ
ト
、
こ
ど
も
凧
揚
げ
ま
つ

　
り
（
公
園
広
場
）
【
４
月
19
日
】

　
剣
道
大
会
（
野
試
合
）
（
公
園
広

　
場
）
、
呈
茶
会
（
本
丸
の
館
）
、

　
釋
尊
降
誕
会
「
花
ま
つ
り
」
（
商

　
工
会
館
他
）、
猿
倉
人
形
芝
居（
鶴

　
舞
温
泉
）
、
短
歌
大
会
（
本
荘
グ

　
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）、【
４
月
22
日
】

　
俳
句
大
会
（
本
荘
文
化
会
館
）
、

　
【
４
月
25
日
】
こ
ど
も
消
防
体
験

　（
本
荘
消
防
署
前
）

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

　
中
。
（
４
月
15
日（
水
）ま
で
）
詳

　
し
く
は
事
務
局
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
観
光
協
会
本

　
荘
支
部
（
☎
24
―
６
３
４
９
）

　
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
約
９
百
本
、
八
重

桜
約
７
百
本
、
黄
桜
約
４
百
本
が
そ

れ
ぞ
れ
に
咲
き
誇
り
、
八
塩
ダ
ム
湖

を
春
色
に
染
め
ま
す
。
県
内
で
も
最

も
遅
い
時
期
に
行
わ
れ
る
観
桜
会
。

▽
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
　

　
【
５
月
９
日
】
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

　
会
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
コ
ン
サ

　
ー
ト
、
湖
上
花
火
大
会
、
【
５
月

　
10
日
】
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
カ
ラ
オ

　
ケ
交
流
大
会
、
野
点
茶
会
、
魚
の

　
つ
か
み
取
り
、
歌
謡
シ
ョ
ー

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
観
光
協
会
東

　
由
利
支
部
（
☎
69
―
２
１
１
６
）

昨年の歓迎会の様子

所得階層区分
第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階
第6段階
第7段階
第8段階

要　　　　　　　　　件 年間保険料
22,510

25,020

37,530

44,030

50,040
59,040
67,550
82,560

生活保護受給者および世帯全員が市民税非課税で老齢福祉年金受給者
世帯全員が市民税非課税で本人の前年の合計所得金額＋課税年金収
入額が８０万円以下の人
世帯全員が市民税非課税で第１段階、第２段階以外の人
世帯で市民税が課税されている人がいるが、本人は市民税非課税で
本人の前年の合計所得額＋課税年金収入額が８０万円以下の人
世帯で市民税が課税されている人がいるが、本人は市民税非課税の人
本人が市民税課税で、合計所得金額が１２５万円未満の人
本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が２００万円未満の人
本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が２００万円以上の人

※
網
掛
け
部
分
は
基
準
額

◆
新
た
に
設
け
ら
れ
た
区
分

平成21年度年間介護保険料

平
成
21
年
度
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」

受
講
生
募
集
！
（
毎
月
第
３
木
曜
日
10
時
〜
正
午
）

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
文
化
会
館
地
階
大
会
議
室

▽
対
象
　
原
則
と
し
て
本
荘
地
域
在
住
の
60
歳
以
上

　
の
方
　
▽
年
会
費
　
２
千
円

▽
申
し
込
み
　
４
月
８
日（
水
）ま
で
、本
荘
公
民
館
へ

◆

◆

　４つのイベントのスタンプを集めて素敵
な賞品をゲットしよう！
●スタンプ・台紙、設置・押印場所
　○本荘さくらまつり・つつじまつり
　　→（本丸体験学習施設「修身館」）
　○桜・菜の花まつり
　　→（道の駅「にしめ」物産館）
　○黄桜まつり
　　→（八塩いこいの森センターハウス）
●応募方法　本荘つつじまつり会場で押印
　後、設置されたポストに投函するか、５月
　末まで事務局へ送付してください。
●受付期間　５月10日（日）～31日（日）
※応募上の注意　台紙は各イベント会場に
　設置していますが、期間中のみ設置とな
　ります。
●問い合わせ先　市観光協会（☎24－6376）



本荘地域本荘地域  本荘地域  

▽
 

▼
 

ア
ク
ア
パ
ル 

▽
 

　秋田銀行職員組合（秋田市）から、
子ども達の思考力向上に役立てて欲し
いと市内の小学校へ「思考力の開発（小
学生用）」97冊を寄贈いただきました。 

日 

11日㈯

行　事 内　容 
おはなし会（おはなし劇場） 
（午後２時～３時）　本 

絵本の読み聞かせ、つくってあそ 
ぼう　ほか（出演：ゆりかごの会） 

12日㈰
ヨミキカセ・ワールドワイド 
（午後２時～２時30分）本 

外国語による絵本の読み聞かせ 
　ほか（英語） 

17日㈮
おはなし会 
（午後３時45分～）　岩 

絵本の読み聞かせ　ほか 
（出演：星のひとみ） 

18日㈯
４月の読み聞かせ会  
（午後２時～３時）　由 

絵本の読み聞かせ、紙芝居、お話 
玉手箱（出演：ひだまり） 

25日㈯

ヨミキカセ・ワールドワイド 
（午後２時～２時30分）本 

外国語による絵本の読み聞かせ 
　ほか（韓国語） 

読み聞かせ教室 
「おはなしのへや」　出 

絵本の読み聞かせ、紙芝居、ほか 
（出演：すずめの巣） 

本：本荘図書館、岩：岩城図書館、由：由利図書館、出：出羽伝承館 

本荘図書館 【一般閲覧室】「生誕100年　松本清張」特集  【児童閲覧室】「2009マザーズタッチ」特集 

岩城図書館 作家「津本陽」特集 ／ 「新生活に役立つ本」特集 ／  
 今月の絵本「木村裕一」 

由利図書館 
「おうちで読書、家族で読書、おススメブック」特集 ／  
「生誕100年　太宰治」特集 

出羽伝承館 「春を告げる本」特集 
 

本荘図書館（☎22－4900）　　　19日㈰、29日㈬、30日㈭
岩城図書館（☎73－3673）　　　６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪、29日㈬ 
由利図書館（☎53－2121）　　　29日㈬
矢島公民館図書室（☎56－2203）19日㈰
出羽伝承館（☎62－0505）　　　６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪、30日㈭  
東由利公民館図書室（☎69－2311）無休 
西目公民館図書室（☎33－2315）無休 
鳥海公民館図書室（☎57－2881）無休 

　矢島ロータリークラブ（佐藤誠会長）
創立40周年の記念事業として３月19日、
矢島中学校（今野瀧子校長・矢島中
高連携校）開校記念植樹祭が同校敷
地内で行われました。 
 オオヤマザクラやハナミズキなど五
種13本の木が贈呈され、同クラブ創
立40周年記念事業の大井永吉委員長
が「この立派な学校で皆さんが成長し、
このサクラとともに立派な花を咲か
せてほしい」とあいさつ。同クラブ
の会員と生徒39人、学校関係者によ
り植樹が行われました。終了後、生
徒会副会長の佐藤穂奈美さんが生徒
を代表して「この木を大事に育てて
いきます。新校舎の第一期生として、
サクラも私たちも満開に咲けるよう
に頑張ります」とお礼の言葉を述べ
ました。　 

―矢島ロータリークラブ 

■ ■ 

―岩城野球スポーツ少年団 

　本格的な野球シーズンを前に、
岩城野球スポーツ少年団の団員と
保護者の皆さん44人が、３月20日、
岩城地域のサンスポーツランド岩
城野球場と天鷺グラウンドの清掃
活動を行いました。日ごろの練習
や試合でお世話になっているグラ
ウンドに感謝の思いを込め、一塁
側、三塁側の各ベンチや、観客席
などを丁寧に清掃しました。 

―本荘空手道スポーツ少年団 

　本荘空手道スポーツ少年団（佐々
木喜悦団長）の団員と保護者の皆
さん17人が３月22日、地域の通学
路に設置されている約200基のカー
ブミラーの清掃をしてくれました。
この清掃活動は、冬期間に汚れた
カーブミラーを清掃し、春から新
入児童が安全に登下校できるよう
にと20年以上前から続けられてい
ます。 

■ ■ 



◆乳幼児 
　健診　4月 

問い合わせ先問い合わせ先 
　健康管理課健康管理課 
（本荘保健センター内☎22－1834） 
または各総合支所福祉保健課各総合支所福祉保健課へ 

内 科 ・ 小 児 科  

午前10時～午後４時 

４月の診療日と予定当番医師 

５日㈰ 
12日㈰
19日㈰
26日㈰
29日㈬

桑　山　明　久 
伊　藤　伸　一 
小　松　徳　弥 
菊　池　四　郎 
佐　藤　伸　逸 

日 医　師　名 

※成分献血は、１時間ほどの時間がかかりますので、事前に予約をお願いしております。 
　予約・問い合わせは、当該地域の保健センターまたは福祉保健課へお願いします。 

場         　　所 時　　間 日 備　考 

成分献血 

全血献血 

＊母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。 
＊3歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください。 
＊本荘地域および西目地域の７カ月児健診は、個別健診となります。 
＊事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。 
＊当日受診できない場合および不明な点は当該地域の保健センターまたは福祉保健課へご相談ください。  

実施日 対象地域 事　業　名 対　　　象　　　者 受け付け時間 実施場所 

全血献血 

※当番医師は変更になる場合もあり 
　ます。 
※お薬手帳をお持ちの方は提示して 
　ください。 
　問い合わせ先…本荘由利広域休日 
　応急診療所（堤脇45：☎24－3917） 
　平日は福祉保健部健康管理課（本 
　荘保健センター☎22－1834） 

▽
 

献  血　ご協力ください　－４月献血日程－ 

  9:30～10:30 
12:00～14:30 
15:00～16:30 
10:00～12:00 
13:00～16:30 
13:30～15:00 
15:30～17:30 
13:00～14:00 
10:00～12:00 
13:00～16:00

本
荘
地
域
の 

２
歳
児
歯
科
健
診
で 

子
ど
も
た
ち
の 

表
情
を
パ
チ
リ 

!!

１日㈬
 

３日㈮
 
７日㈫ 

10日㈮ 

22日㈬

㈱ユアテック本荘営業所 
ガルドドラッグ本荘店 
マックスバリュ本荘店 

由利地域振興局（職員会館）
 

 
小林無線工業㈱
みちのくコカ・コーラボトリング㈱本荘営業所 
由利本荘医師会病院 

東由利総合支所 

全血献血 

岩城･大内 
本荘･西目 
由利・東由利 
本荘･西目 
矢島・鳥海 
本荘･西目 
由利・東由利 
本荘･西目 
本荘･西目 
矢島・鳥海 

平成20年５月・８月・11月生まれ 
平成19年９月生まれ 
平成19年７月・８月・９月生まれ 
平成17年10月生まれ 
平成18年12月・平成19年１月・２月・３月生まれ 
平成19年１月生まれ 
平成20年６月・９月・12月生まれ 
平成20年12月生まれ 
平成20年６月生まれ 
平成20年６月・９月・12月生まれ 

12:40～13:10 
13:00～13:30 
12:45～13:00 
13:00～13:30 
13:00～13:15 
13:00～13:30 
12:45～13:00 
13:00～13:30 
13:00～13:30 
13:00～13:15

岩城保健センター 
本荘保健センター 
由利福祉保健センター 
本荘保健センター 
矢島保健センター 
本荘保健センター 
由利福祉保健センター 
本荘保健センター 
本荘保健センター 
矢島保健センター 

▽
 

成分献血 

日 対象地域 対　象　者 受け付け時間 会場 

◆ポリオの予防接種　4月 

３日㈮

６日㈪

本荘・西目 

岩城・大内 

平成20年8月～11月生まれ 

平成20年3月～11月生まれ 

13:00～14:00 

12:45～13:15

本荘保健センター 

※ポリオワクチンは急性灰白髄炎（小児マヒ）を予防するワクチンです。41日以上の間隔 
　をおいて２回接種する予防接種です。 
※今回の対象年月を越えてもまだ２回目を接種していない方は受けられます。 
※予防接種の間隔や、ワクチンの数量などの制限がありますので、お住まいの地域で接種 
　してください。 
※詳しくは、当該地域の保健センターまたは福祉保健課へお問い合わせください。 
 

大内環境改善センター 
（大内保健センター裏） 

２日㈭
８日㈬
14日㈫

15日㈬ 
20日㈪
21日㈫ 
22日㈬ 
23日㈭ 
24日㈮ 
 

４・７・10カ月児健診 
１歳６カ月児健診 
１歳６カ月児健診 
３歳児健診 
２歳児歯科健診 
２歳児歯科健診 
４・７・10カ月児健診 
４カ月児健診 
10カ月児健診 
４・７・10カ月児健診 

　どなたでもお気軽においでください。 
 
　とき…４月22日㈬ 
【健康相談】午前９時30分～11時30分 
　場所…鶴舞温泉　中広間 
　参加費…無料 
 

問い合わせ先 
本荘保健センター（☎22－1834） 

湯ったりほのぼの教室 

▽
 

▽
 

▽
 

■受診時の注意事項 
【胸部総合検診】 
＊「胸部総合検診」は、従来の結核
　検診および肺がん検診を含みます。 
＊レントゲン撮影時には、胸に金属・
　ファスナー・ボタンの付いた衣類
　の着用を避けてください。 

検　診　名 対　象　者 検　　診　　料　　金 
胸部総合検診 
大腸がん検診 

40歳以上 
30歳以上 

レントゲン：無料　喀痰検査：500円（該当者） 
70歳以上：200円　69歳以下：500円 

▽
 

【胸部総合検診・大腸がん検診】 
月　　日 対象地区 対象地区 実施場所 
４月13日㈪
　～17日㈮
４月20日㈪
　～24日㈮

実施予定表を 
配布します 大内全地域 各最寄の公民館など 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 



おくやみ申し上げます ＜3月1日～15日受け付け分＞

＜3月1日～15日受け付け分＞

■佐藤蘭子・日渡奈那
　フルートとギターのデュオコンサート
　とき…４月10日（金)午後６時30分開場、
　午後７時開演
　ところ…仁賀保勤労青少年ホーム
　チケット…一般1,500円、高校生以下500円
　プレイガイド…仁賀保勤労青少年ホーム、
　仁賀保・金浦・象潟の各公民館
　お問い合わせ…佐藤さん
　　　　　　　　　　（☎080－1847－7683）
■本荘自動車学校１日無料開放
　とき…４月11日（土）午前９時～午後４時
　ところ…本荘自動車学校
　対象者…これから免許を取得したい方、上
　位免許に挑戦したい方、ＭＴ車からＡＴ車
　に乗り換える方、運転に自信がない方など
※申し込みは、本荘自動車学校へおいでください
　お問い合わせ…管理者・　橋さん
　　　　　　　　　　　　　　（☎23－1080）
■小型船舶免許更新・失効講習
　とき…４月11日（土）午後１時～
　ところ…本荘由利地域職業訓練センター
　必要書類…写真（縦4.5㌢×横3.5㌢）２枚、
　本籍地の記載のある住民票ほか
　料金…更新10,000円、失効15,000円
※有効期限が平成22年４月10日以前の方が受
　講できます
　申し込み・お問い合わせ…４月６日（月）ま
　で、海事代理士かつみ事務所（☎62－6261）
■矢島高校拓道同窓会総会のご案内
　お誘い合わせのうえ多数ご出席ください。
今年度の総会当番は、９の期（９･19･29･39･49
期卒業生）です。
　とき…４月25日（土）【総会】午後１時30
　分～　【懇親会】午後３時～
　ところ…矢島町歴史交流館（龍源寺手前）
　会費…3,000円（当日持参）
　申し込み・お問い合わせ…４月15日（水）
　まで、土田稔さん（☎56－2753）

長田未莉歩ちゃん（慎也さん）二十六木

富樫　愛心ちゃん（ 祥 さん）鮎瀬

佐藤　蒼真ちゃん（朝之さん）二番堰

稲葉　　匠ちゃん（優作さん）大浦

村上　陽愛ちゃん（茂樹さん）石脇

成田虎汰郎ちゃん（淳一さん）二十六木

眞田　亮子ちゃん（博之さん）西梵天

今野誠一朗ちゃん（保明さん）小防ヶ沢

高梨　　樹ちゃん（功太郎さん）高尾

石川　悠翔ちゃん（ 航 さん）中館

真坂　　拓ちゃん（昭則さん）岩谷町

小松敏博氏（旧大内町功労者・見岫）は３月
９日永眠されました。氏は昭和52年から６期24
年にわたり旧大内町議会議員を務められ、この
間、議会副議長、総務委員長などを歴任。平成
17年３月から10月まで市議会議員を務められる
など、地域社会の発展に尽力されました。昭和
62年旧大内町自治功労表彰。68歳。
佐藤間佐男氏（由利本荘市石脇財産区議会議員・
三軒町）は３月11日永眠されました。氏は、平
成14年５月から２期７年にわたり由利本荘市石
脇財産区議会議員として地域の発展と地方自治
の向上に尽力されました。67歳。

佐々木　勝さん
　　　　（神沢・62歳）

朝川　　正さん
　　　（松街道・62歳）

山田　愛子さん
　　　（中竪町・86歳）

齋藤　キノさん
　　　（岩渕下・85歳）

小野　キヱさん
　　　　（親川・87歳）

三浦　勝光さん
　　　（玉ノ池・78歳）

工藤　永一さん
　　（西小人町・38歳） 

阿部　ナヨさん
　　　（小人町・92歳）

伊藤　俊雄さん
　　　（古雪町・83歳）

伊藤　裕之さん
　　　（赤沼下・40歳）

岡本　時久さん
　　　　（赤田・78歳）

舩木　幸子さん
　　　（船ヶ台・69歳） 

伊藤　榮一さん
　　　　（館前・82歳）

鈴木　幸志さん
　　　　（親川・61歳） 

工藤吉次郎さん
　　　　　（藤崎・86歳）

山科　節男さん
　　（矢島町元町・76歳）
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菊地　市郎さん
　　　　　（前郷・88歳）

明野　マツさん
　　　　　（西沢・72歳）

鈴木　輝雄さん
　　　（岩野目沢・60歳）

佐々木テルヱさん
　　　　　　（滝・90歳）

鎌田榮八郎さん
　　　　（岩谷町・77歳）

佐々木オキサさん
　　　　（岩谷町・86歳）

宮塚　昭三さん
　　（東由利老方・81歳）

小松　四三さん
　　（東由利老方・89歳）

　橋重一郎さん
　　（東由利舘合・75歳）

小野　良一さん
　　　（東由利宿・76歳）

佐藤　一則さん
　（鳥海町上川内・64歳）

佐藤　ユワヨさん
　（鳥海町中直根・90歳）

原田ケサヨさん
　（鳥海町上笹子・89歳）

■「由利本荘市歩こう会」新年度会員募集
　とき…４月から毎月１回（日曜日）
　内容…月１回月例会として市内コース
　を歩くほか、県内または東北各地で開
　催されるウオーキング行事へ参加します
　年会費…2,000円
　申し込み・お問い合わせ…会長・土屋
　さん（☎22－0018）、事務局・今野さん（☎
　23－1750）、冨樫さん（☎23－4060）
■弓道教室参加者募集（西目弓道愛好会）
　期間…５月13日～７月８日までの毎週
　水曜日　午後７時～９時
※開講式５月13日（水）
　ところ…西目弓道場「無想館」（西目
　町沼田字西潟）
　対象…中学生以上の男女
　会費…1,000円（巻藁矢１本購入代）
　申し込み・お問い合わせ…４月30日　
　（木）まで、池田さん（☎33－4134）
■「ひなた」のつどいを行います
　対象…ひきこもりなど、人づきあいに
　足踏みしている若い人
　とき…４月１日（水）、15日（水）午
　後１時30分～４時30分　　会費…50円
　ところ…本荘勤労青少年ホーム
　お問い合わせ…三浦さん（☎23－2192）
■エアロビ無料体験してみませんか
　とき…４月８日（水）午後１時～２時
　30分ころ
※都合の悪い方は15日（水）、22日（水）も
　やっています（毎週水曜日・月額1,200円）
　ところ…市民交流学習センター（旧・
　広域交流センター）
　持ち物…エアロビのできる服装、シューズ、
　タオル、マット（バスタオルでＯＫ）、飲み物
　申し込み・お問い合わせ…さわやかス
　ポーツ・石川さん（☎24－3800）、吉田
　さん（☎22－1880）

■～癒しの音色をご一緒に～
　ハンドベル・トーンチャイムを楽しむ集い
　とき…４月９日（木）午後７時30分～９時
　ところ…廣誓寺（日役町）
　内容…「だれでも・いつでも・どこでも」
　演奏できるトーンチャイム・ハンドベル。
　その美しい音色、深く柔らかく、心の底に
　しみ入る澄んだ音色を体験してみませんか
　講師…元聖霊高校ハンドベルクワイア
　指揮者　熊谷恭孝さん
　参加費…無料　　定員…10人（要予約）
　お問い合わせ…亀崎さん（☎22－3246・
　Eメール kame.e@blue.plala.or.jp）
■丑年会開催
　とき…５月９日（土）午後３時～
　ところ…本荘グランドホテル 
　対象…昭和12年４月２日～昭和13年４
　月１日生まれの方
　会費…8,000円（写真代含む）
　申し込み・お問い合わせ…４月15日　
　（水）まで、羽田さん（☎22－3329）
■つるクラフト作品展
　とき…４月18日（土）・19日（日）午前10時
　～午後４時30分（19日は午後３時まで）
　ところ…本荘文化会館会議室
　内容…会員の教室展（ガーデンバスケ
　ット、インテリア小物、リースなど）
　お問い合わせ…鈴木さん（☎23－4220）
■第17回本荘職場対抗バレーボール大会
　とき…４月19日（日）午前９時～
　ところ…本荘体育館
　対象…市内事業所で先着10チーム
　チーム…選手登録は15人以内とし、常
　時女性３人以上がプレーすること
　ルール…９人制バレーボール競技規則に準ずる
　参加費…１チーム4,000円
　申し込み・お問い合わせ…４月13日（月）
　まで、事務局・田中さん（☎22－4303）
■ダンスパーティーを開催します
　とき…４月19日（日）午後１時45分～４時
　ところ…アクアパル
　会費…1,500円（前売りおよび予約には
　抽選券付き）
　お問い合わせ…竹内さん
　　　　　　　　（☎090－3363－9263）

■①ピアノなかよしクラブ
　前期会員募集 
　豊かな感性や心を育み
ませんか？
　とき…日曜日月２回　
　午後１時～
　内容…ピアノ技術の習
　得と仲間づくり
■②ピアノを弾けるよう
　になる会　前期会員募集 
　いよいよ春、新しいは
じまりの季節です。新し
いこと、はじめませんか？
　とき…木曜日月２回　
　午前10時～
　対象…成人男女
　内容…ピアノ技術の習
　得と親睦交流 
　ところ…①②とも伊藤
　宅（石脇田尻野）
　お問い合わせ…伊藤さん
　　　　　（☎23－1768）

■ふるさとの民謡踊り教室開設
　本荘追分などふるさとの民
謡踊りを踊ってみませんか。
　とき…毎週第２・第４木曜日
　午前９時30分～11時30分
　ところ…鶴舞会館
　会費…月500円
　お問い合わせ…本荘民
　謡踊り同好会・藤原さん
　　　　　（☎23－3403）

　油谷ソノさん（明治42
年３月20日生まれ・石脇）
と工藤サダミさん（明治
42年３月20日生まれ・岩
谷町）に、市から賀詞と長
寿祝金が贈呈されました。
これからもお元気でお過
ごしください。
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林
野
火
災
　
防
災
ヘ
リ
「
な
ま
は
げ
」か
ら
の
消
火
活
動

●
出
火
件
数
は
38
件
（
前
年
比
40
 
の
増
）

　
特
に
林
野
火
災
（
７
件
）
は
過
去
３
年
間

　
で
最
大

●
死
者
を
伴
っ
た
建
物
火
災
が
発
生
し
、
負

　
傷
者
数
は
過
去
３
年
間
で
最
大
、
損
害
額

　
は
過
去
５
年
間
で
最
大

●
全
火
災
（
38
件
）
を
出
火
原
因
別
に
み
る

　
と
、
87
 
が
「
失
火
」
に
よ
る
も
の
（
特

　
に
「
枯
れ
草
、
ゴ
ミ
焼
き
な
ど
か
ら
の
延

　
焼
」
が
34
 
を
占
め
る
）

①
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
、
火
災
が
起
こ
り
や

　
す
い
場
所
で
は
た
き
火
を
し
な
い

②
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
、
完
全

　
に
消
火
す
る

③
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
、
火
入

　
れ
を
し
な
い

④
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
、
確
実
に
消
す

⑤
車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
投
げ
捨
て
な

　
い

⑥
火
入
れ
は

　
市
林
政
課

　（
☎
24
―
６

　
３
５
７
）、

　
各
総
合
支

　
所
産
業
課

　
か
ら
必
ず

　
許
可
を
受

　
け
、
消
防

　
署
に
届
け

　
出
る

　
住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
火

災
の
早
期
発
見
が
不
可
欠
。
新
築
住
宅
は
平

成
18
年
６
月
か
ら
、
既
存
住
宅
で
は
平
成
23

年
５
月
31
日
ま
で
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

▽
設
置
場
所
　
す
べ
て
の
寝
室
、 

　
階
段（
寝
室
が
二
階
に
あ
る
場 

　
合
）、
廊
下（
場
合
に
よ
る
）

▽
販
売
先
　
家
電
製
品
販
売
店
、 

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
防
災
製
品
取
扱
店

▽
価
格
　
４
〜
６
千
円
（
日
本
消
防
検
定
協

　
会
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
付
き
製
品
）

※
町
内
会
、
地
域
で
の
共
同
購
入
を
お
す
す

　
め
し
ま
す
。
悪
質
な
訪
問
販
売
の
対
策
に

　
も
有
効
で
す
。
問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の

　
消
防
署
・
分
署
ま
で
。

①
火
元
の
一
人
暮
ら
し
の
60
代
女
性
（
歩
行

　
困
難
）
が
就

　
寝
中
、
住
宅

　
用
火
災
警
報

　
器
の
警
報
音
で
目
が
覚
め
、
119
番
通
報
し

　
た
。
通
報
後
、
自
力
で
玄
関
ま
で
移
動

　
し
、
隣
接
住
宅
の
家
族
の
助
け
で
避
難
し

　
た
。
（
鹿
児
島
県
）

②
居
間
の
卓
上
コ
ン
ロ
で
調
理
中
、
飲
酒
で

　
寝
込
ん
だ
。
時
間
と
と
も
に
発
煙
し
、
居

　
間
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
警
報
音
を
発

　
し
た
。
酒
に
酔
っ
て
い
た
た
め
、
居
住
者

　
本
人
は
気
付
か
な
か
っ
た
が
、
隣
室
の
住

　
人
が
119
番
通
報
。
屋
内
進
入
し
た
消
防
隊

　
が
コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
た
。
鍋
内
を
焦
が

　
し
た
だ
け
で
建
物
の
焼
損
は
な
か
っ
た
。

　
（
埼
玉
県
）

③
三
階
で
就
寝
中
、
一
階
居
間
に
置
か
れ
て

　
い
た
電
気
ス
ト
ー
ブ
か
ら
出
火
し
、
住
宅

　
用
火
災
警
報
器
が
作
動
。
一
階
に
行
く
と

　
す
で
に
黒
煙
が
充
満
し
て
い
た
。
家
族
に

　
声
を
か
け
、
119
番
通
報
。
早
期
通
報
に
よ

　
り
、
消
防
隊
に
救
出
さ
れ
て
助
か
っ
た
。

　
（
愛
知
県
）

④
一
人
暮
ら
し
の
女
性
（
84
歳
）
が
浴
槽
内

　
の
水
の
有
無
を
確
認
せ
ず
に
追
い
だ
き
の

　
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
。
居
間
に
い
た
と
こ

　
ろ
、
台
所
に
設
置
し
た
住
宅
用
火
災
警
報

　
器
の
警
報
音
に
気
付
き
、
台
所
へ
行
く
と

　
煙
が
充
満
し
て
い
た
の
で
ス
イ
ッ
チ
を
切

　
り
、
119
番
通
報
し
た
。
消
火
の
必
要
は
な

　
か
っ
た
が
、
周
囲
の
状
況
に
よ
っ
て
は
着

　
火
の
恐
れ
も
あ
っ
た
。
（
福
島
県
）

　
「
第
32
回
消
防
職
員
意
見
発

表
秋
田
県
大
会
」
が
２
月
18
日
、

秋
田
市
で
開
催
さ
れ
、
本
市
消

防
本
部
の
鈴
木
伸
欣
消
防
士
長

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
発
表
は
、
消
防
職
員
の
業
務
に

対
す
る
提
言
や
取
り
組
む
べ
き
課
題
な
ど
に

つ
い
て
自
由
に
発
表
し
、
知
識
の
研
さ
ん
や

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
て
お
り
、

県
内
の
各
消
防
本
部
か
ら
の
代
表
13
人
が
発

表
。
鈴
木
消
防
士
長
は
「
災
害
時
の
空
白
を

埋
め
る
た
め
に
」
と
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
地
域

の
防
災
力
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
「
普
通

救
命
講
習
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
」
「
消
防
団
の
操
法
訓
練
を
大

規
模
災
害
を
想
定
し
た
実
戦
的
な
訓
練
に
転

換
す
る
こ
と
」
な
ど
が
必
要
で
あ
る
と
提
案
、

発
表
し
ま
し
た
。

　
今
月
23
日
に
は
、
福
島
県
福
島
市
で
開
催

さ
れ
る
「
第
32
回
全
国
消
防
長
会
東
北
支
部

消
防
職
員
意
見
発
表
」
へ
本
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

「大規模災害時は市民一人一人の力が大
切。これまで以上に地域と消防との連携を
深めていきたい」と話す鈴木消防士長

春
の
火
災
予
防
運
動  

4
月
5
日（
日
）〜
１１
日（
土
）

　
本
市
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
は
、
次
の

基
本
方
針
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

〈
基
本
方
針
〉

１
　
男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
が
尊
重
さ

　
　
れ
る
こ
と
、
男
女
が
性
別
に
よ
る
差
別

　
　
的
な
取
り
扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
、
男

　
　
女
が
個
人
と
し
て
能
力
を
発
揮
す
る
機

　
　
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
ほ
か
、

　
　
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
。

２
　
社
会
制
度
お
よ
び
慣
行
が
、
男
女
の
社

　
　
会
に
お
け
る
活
動
の
選
択
に
対
し
て
及

　
　
ぼ
す
影
響
を
で
き
る
限
り
中
立
な
も
の

　
　
と
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
る
こ
と
。

３
　
男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し

　
　
て
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
や
方
針
の
立
案
、
お

　
　
よ
び
決
定
に
共
同
し
て
参
画
す
る
機
会

　
　
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

４
　
家
族
内
の
男
女
が
、
お
互
い
の
協
力
と

　
　
社
会
の
支
援
の
も
と
に
、
子
の
養
育
、

　
　
家
族
の
介
護
、
そ
の
ほ
か
の
家
庭
生
活

　
　
に
お
け
る
活
動
と
、
地
域
、
職
場
な
ど

　
　
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
を
両
立
し

　
　
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

　
　
と
。

５
　
男
女
が
、
お
互
い
の
身
体
の
特
徴
を
理

　
　
解
し
、
対
等
な
関
係
の
も
と
に
、
お
互

　
　
い
の
意
思
を
尊
重
し
、
生
涯
に
わ
た
り

　
　
健
康
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

　
　
う
に
す
る
こ
と
。

６
　
国
際
社
会
に
お
け
る
取
り
組
み
を
い
ろ

　
　
い
ろ
と
考
え
合
わ
せ
、
そ
の
動
向
に
配

　
　
慮
す
る
こ
と
。

７
　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
主
体
的
に
男
女

　
　
共
同
参
画
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
。

私
た
ち
由
利
本
荘
市
民
は

世
代
を
こ
え
て
人
権
を
尊
重
し

男
女
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず

社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て

自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
活
動
で
き
る

真
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

こ
こ
に
「
男
女
共
同
参
画
都
市
」
を
宣
言
し
ま
す

由
利
本
荘
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

▲
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